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要 約

1.ワミ川小規模農業開発計画(タンザ二ア連合共和国､農業牧畜省)

事業の背景

本計画地区は,タンザニアの首都ダルエスサラーム西方約200k皿のモロゴロ州北部に位置する｡

同地区はワミ川中流域に広がるムカタ平原とその周辺地域を含み､総面積約11,000km2の沖積平野

にある｡モロゴロ州は,首都ダルエスサラームの後背地であり､水資源及び土塊に恵まれているこ

とから､輸出用作物栽培の拠点あるいは首都圏の食糧庫としての条件を具備している｡本計画地区

内にはワミ川を初めとして､ルヴ､ルフィジ川の支流を水源とする小規模藩政地区が散在しており,

伝統的な藍概方法により主に水稲の一期作を実施している｡これら潅概地区の諸施設は､一般に稚

拙であり老朽化が進んでいるため効率的な水管理に支障を来たしている｡

計画概要

計画地区内には合計面積約8,000haに及ぶ既存藩政地区および新規港瀧計画地区がある｡本計画は

これら既存の小規模藩政地区の改修及び新規小規模直概地区の建設を行ない､農産物の安定的増産

を図ると共に,計画地区内の農民の生汚水準の向上を目指すものである｡開発計画の概要は以下の

通りである｡

1)既存潅耽施設の改修及び新規潅概施設の建設

2)藩概開発農地の拡大及び､それに対する港概用水路網及び農道網の建慕

3)収穫後処理施設及び農村インフラ等､周辺インフラの整備

協力への展望

1)マスタープラン調査

2)期間:約18ケ月

S-1



2.ヌダビビ国営農場開発計画(ケニア共和国､農業開発公社)

事業の背景

本事業の計画地区である農業開発公社(Agricu)turalDevelopmentCorporation; ADC )のヌダビビ国

営農場は､首都ナイロビより約130km北西のナイバシヤ湖西岸に位置し､ナイバシヤ市の西方約

40kmの距離にある｡本農場の耕地面積15,600haの内約4,000baの耕地で種子及び一般市場むけの穀

物栽培を実施している他,地下水を利用したスプリンクラー蔽概により85haの畑地で野菜を栽培し

ている｡また､ 5,600baの放牧地を利用した乳肉牛･羊の生産等畜産にも力を注いでいる｡一方ADC

は､その管理地区内に約200haの鳥獣保護地区を設置･運営しており､ナイバシヤ湖周辺に生息す

る野生動物の保護等自然環境の保全と農業開発推進との良好なバランスの保持に努めている｡

本計画地区の藩政施設は､上述野菜栽培地区の85haのスプリンクラー港概施設に限られている.

同産瀧施設は､幹線管路の破損等老朽化が著しく､適性な藩瀧/水管理の実践が困難となっており､

これら施設の改修･拡充が急務となっている｡さらに､メイズ･小麦等の穀物種子栽培 は天水に

ょって実施されているため､年により収量が大きく変化する｡このことから,特に干魅年 の安定

的な種子供給の必要性からも､補助薩概に視点をおいた蓮概施設の整備が必要となっている｡

計画概要

本計画は,ナイバシヤ潤の湖永により滴暮されている豊富な地下水を利用し,現行の野菜栽培に

係わる直概施設の改修･拡充(200ha)を行うとともに,メイズ･小麦等穀物種子栽培のための補

助薩概施設の新設(2.000ha)を主な事業とし,計画地区内で実施されている一般市場向けの穀物

栽培､畜産等の農業活動にかかわる施設整備,さらには農業活動支援のための農業インフラの整備

を目指すものである｡

本計画の実施によi)､ ADCの国家的責務である穀物の改良種子の安定的供給が可能となり､野

菜の改良/種子供給と普及が期待できる｡このことは､硯在のケニア農業の重大な目標である食用

作物の安定的生産と農作物の多様化･品質向上による外貨獲得に大きく寄与するとともに､同国の

一般農家経済の向上に貢献する｡

本計画実施に当たり､これまでADCが進めてきだ'農業開発と環境保護との調和''を基調

とした計画策定が肝要であり､そのための幅広い調査･検証が必要となる｡

協力ヘの展望

1)マスタープラン調査

2)期間: 17ケ月
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3.タナ)lli涜域農業総合開発計画(ケニア共和国､タナrアティ川開発公EZ])

事業の背景

ケニア最大の流域面積(約10万km2)を持つタナ川は､ケニア山に源を発し､同国中央部より

東南に流下してインド洋に至る｡ケニアの国土の約20%を占めるタナ川涜域の開発は､同国政府

の最大関心事の-一つであり､農業をはじめとした各分野において国家レベルの開発努力が払われて

きた｡本河川流域の開発は､前述アテイ)さ卜流域開発とともに､タナ･アティ川開発公団(TARDA)

管轄のもとに行われてきており､現在孜が国の有償資金協力によりタナ)lけ淀城においてタナ･デ

ルタ蔽瀧開発計画(約2,000ha)にかかわる水田圃場等施設建設を実施中である｡ TARDAは､タ

ナ川流域の地形､気象･水文及び土地資源等流域各部の特性に応じた農業開発の指針を打ち出し､

同指針に基づき換金作物として脚光を浴びているフレンチ･ピーンズ等の野菜栽培開発を同河川上

流域に企図した｡ TARDAは､独自に策定しf=''タナ川開発10ケ年計画”の中で､同河川上流域の

藩政農業開発の実施計画を示しておi)､同計画に因づく2事業につきフィージビリテイ･スタディ

を実施している｡

計画の概要

計画地区は,ケニア中部に位置するケニア山東･南麓のタナ)け最上流域に広がる子帽台地にある.

計画地区には､ 5つの既存藩政事業地区と1つの新規港概計画地区がある｡それぞれタナ川の支流群

を水源とし,ポンプまたは重力により取水を行ない､スプリンクラーまたはドリップ港故によって

野菜等園芸作物を栽培しているo既存5藩政地区の潅概面積は､ 30-400haの範囲にあり､その合

計は912haであるo TARDAは､新規鹿渡地区の開発とあわせて合計港概面積を約8,000haまで拡

大しようとしている｡本計画は､同地域全体の港親閲芸作物栽培の開発に視点をおき､計画地区内

に開発の拠点を設置することを主なE]的とする｡

計画の実施に際して､計画地区内の既存藩政事業および新規藩概事業に関するTARDAの開発計

画等本計画の内容を検証し､タナ川上洗域全体の港就農業開発に係わるマスター･プランの策定す

るとともに､同地域の蔽概農業開発の核となる事業の選定とその実行計画の立案が第一義となる｡

協力ヘの展望

1)マスタープラン調査

2)期間:約13ケ月

S-3



まえがき

海外農業開発コンサルタンツ協会は､タンザニア連合共和国及びケニア共和国における農業開発に関す

る現地調査及び資料収集のために､ 1993年2月I1日より3月9日までの期間プロジェクト･ファインデイン

グ調査団を派遣した｡派遣調査団は下記の2名により構成されている｡

団長/藩渡排水計画

農村開発計画

水島 清隆

I-恩 英二

日本工営株式会社

日本工営株式会社

調査団は､タンザニア国及びケニア国政府の依頼により､下記4ケ所の計画地区を踏査した｡

タンザニア連合共和国

1) ワミ川/j､規模農業開発計画

ケニア共和国

2) ヌダビビ国営農場開発計画

3) タナ川上流域農業総合開発計画

調査団は､上記開発地区の現地調査を行ない､両国政府関係機関との討議を重ね､計画に係わる各種

資料の収集を実施した｡本調査を実施するに当たり､両国政府関係機関のご協力を頂き､円滑に業務を実

施することができた｡調査団の受入窓口としてご協力頂いたのは､タンザニア国の大統領府計画委員会､

農業畜産開発省であり､ケニア国では農業開発公社､タナ･アティ川開発公団であった｡また在タンザニ

ア国日本大使館, JICA事務所並びに､在ケニア国日本大使館､ JICA事務所関係者の方々に多大なる助言

とご協力を頂いた｡これらの方々に対し深甚なる謝意を表する次第である｡

平成5年3月

東アフリカ2ケ国農業開発計画

プロジェクト･ファインデイング調査団長

水島 清隆
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タンザニア連合共和国編

1.ワミ川小規模農業開発計画



l. タンザ二ア連合共和国編

1. #*

1.1 国土と人口

(り 国 土

タンザニア連合共和国は､アフリカ大陸中東部のインド洋に面する南緯11度45分､東経29度21分か

ら40度25分の間に位置し､ケニヤ･ウガンダ･ルワンダ･ブルンジ･ザイール･マルウイ･モザンビ

ークの8ケ国に国境を接する｡国土面積は94.5万km2で､タンザニア本土とザンジバル島､ペンバ島､

アフィア島等のザンジバルから成る｡海岸地帯を除くと国土のほとんどが標高300m以上の高地である｡

南北にリフトバレー(大地溝帯)が走り､タンガニーカ湖､マラウイ湖などの湖が多数形成されてお

り､アフリカ大陸最高峰のキリマンジャロ山を有する｡

気候は地域によって異なり､海岸地帯､中央大地,高原地帯に大別される｡概ね11月から5月が雨

期で6月から10月が乾期であるが､場所によっては11月に小雨期､ 4月から5月にかけて大雨期となる｡

首都ダルエス･サラームの気象諸元は以下のとおりである｡

月平均最高気温

月平均最低気温

年平均気温

年平均降水量

: 32.2℃ (3月)

: 28.7 ℃ (7月)

: 30.5 ℃

: 1,134mm

(2) 人 口

1988年人口センサスによると､給人口は約23百万人で､ 1978年から1988年の年平均人口増加率は2.8

%と高い値を示しており､ l戸当たりの平均家族数は5.2人である｡

1.2 社会経済

タンザニアは1967年の｢アリュ-シヤ宣言+により社会主義化の道を歩んできたが､ 80年代半ばに

社会主義路線の後退と自由化路線との混合経済の推進という政策変更が行なわれた｡

1988年の国民総生産(GNP)は､約3,780百万ドル､国民一人当たりのGNPは160ドルである. 1986

年から1988年には､ GNPが年平均20%の割合で落ち込み､人口は年平均3.6%増加した｡国民一人当た
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りのGNPは23%の割合で落ち込んだ｡

タンザニアの輸出入額は1989年実績で,輸出395百万ドルに村して輸入1,230万ドルと輸入超過とな

っている｡主要輸出品自は､第一位がコーヒー(輸出総額の30%以上)で以下､綿､カシューナッツ､

紅茶等一次産品が中心である.一方､主要輸入品目は.輸送機､化学製品､鉄鋼,非鉄金属その他の

製品となっている｡

1.3 農業の現状

農業部門の国家経済に占める割合は非常に高く､国内総生産(GDP)の約60%を農業部門が占め､

輸出総額の約75%がコーヒー､綿､カシューナッツ､紅茶などの農産品であるo また､労働人口の約

80%が農業従事者である｡

輸出作物は､主として小数のエステート及び国有農場で生産されているが､食用作物は小規模の自

給農家によって生産されている｡主要食用作物は､主食であるメイズの他ミレット､米､小麦､根菜

類等である｡ 1979年から1991年までの主要農産物の栽培面積及び生産高は下表の通りである｡

1979-1981年

作物 栽培面積 生産高

(103ha) (103Ion)

1990年 1991年

栽培面積 生産高 栽培面積 生産高

(103h) (103(on) (JO3ha) (103lon)

メイズ

水稲

小麦

キャッサバ

ミレット

コーヒー

紅茶

カシューナッツ一

端花

サイザル

タバコ

I,350 1,762

262 25 1

57 91

450 5,432

450 360

109 54

15 16

54

53

ll 1_ 80

27 17

1.63 1 2.445

385 740

50 84

590 6,922

178 200

125

18

60

22

52

20

28

47

38

14

1.848 2332

3 69 664

44 75

604 6,266

286 270

130 56

18 21

33

64

65 40

22 14

出典: ｢FAO Production Yew Book. 1991+

農用地約6.2百万haのうち､漫渡されている農地は約15万haであり､ほとんどの農地において天候に

大きく左右される伝統的な天水農業が行なわれている｡
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1.4 国家開発計画

タンザニア国政府は1988年に発表した｢第2次5ケ年計画､ 1988侶9-1992/93+を実行してきたo本

年度は､同5ケ年計画の最終年にあたる｡同計画の目標は､農業､工業､運輸通信分野の復興に重点

を置き､ 1)食用及び輸出作物の生産量の増大､ 2)既存する生産資機材の改善､ 3)道路及び鉄道な

どの運輸基盤の整備である｡

この計画の中で､タンザニア政府は､農業分野の開発に重点を置き､総開発資金の16%を同分野に

投入することとしたc農業分野では特に､農民に対する普及サービスの提供､農業技術者の強化､農

機具や良質種子などの農業投入材の供給の増大,藩政プロジェクトの推進､収穫後処理施設の整備を

図ることとしている｡
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2. ワミ川小規模農業開発計画

2.1 事業の背景

(1) -a

タンザニア農業の大きな目標は､食糧の自給と安定的な供給にある｡タンザニアの主要食用作物は

メイズであるが,近年米の消費量が高まるにつれてその重要性が増してきている｡タンザニアにおけ

る米の消費量は､過去10年間で2倍に増加した｡その間の米増産のスピードを遥に上回る消費量の

伸びにより,現時点による米の自給未達成はもとより,西暦2,000年における米の不足量が735千ト

ンから805千トンとなる見通しにある｡

タンザニアの稲作は､主に天水栽培による｡主要稲作地帯が必ずしも雨の多い地方にないため､稲

作は不確定な雨に左右されており､生産量は季節により大きく変動する｡稲作の主な担い手である小

規模農民は､他の確実性の高い作物栽培に目を向けることになる｡稲作小農に対する雨によるリスク

を減じ､稲作の確実性を増すことが､米の増産を図り自給を達成するための第一義となる｡このため

には､潅概開発が不可欠であり､同開発による大きな効果が期待できる｡

1980年代以来､タンザニア政府は本格的な潅概開発を開始し､鋭意推進してきているo しかし､そ

の間発速度は遅く､特に水稲栽培については未だに生産量が需要をはるかに下回っている状況にある｡

タンザニア政府は､米の増産と自給達成を図るために,同国の米の96%を生産している小規模農家

を対象とした港概開発に力点を置こうとしている｡

計画地区の位置するモロゴロ州は､首都ダルエスサラームの西方約200kmの内陸部に位置するo同

地区は､比較的多い降雨と土地･水資源および人的資源に恵まれていること,さらに首都ダルエスサ

ラームの後背地にあることから首都圏の穀倉として位置付けられ,米の大消費地に村する供給基地と

しての期待が大きい｡本計画は､地区内の既存小規模港瀧事業の改修･拡充および新規小規模港故事

業の推進により､米の増産に主眼を置いた同地区の港耽開発を促進することを目的としている｡本計

画事業の実施は､地区内小規模農家の生活水準の向上は因より､国家目標である米の自給達成と食糧

の安定的僕給実現に大きく寄与する｡

(2)事業の必要性

タンザニア政府は､ 1980年代末より同国の農業開発の重点項目としで小規模農家の育成と藩政技

術の普及”に努力してきた｡その一環として政府は,国連食糧農業機構(FÅo)の協力のもとに”藩

政農業のための組織的支援プログラム”を設定し,小規模農家を対象とした港概開発を推進してきた｡

政府は､同プログラムの中で､タンザニア全国の既存小規模港故事業及び既計画の小規模産故事業の

検証を実施し､技循的､経済的､および地区農民の開発意欲等社会的観点より同事業の改修･拡充あ
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るいは新規実施の優先順位を設定した(FAO/農牧省調査報告書NO.14).これによれば､ 6地区に

分けられた全国の港概区の内､小規模農家による米の一大産地である本計画地区が最も高い開発優先

順位与えられた｡このことから､計画地区内16の既存/計画中の小規模港概事業の開発は､首都ダ

ルエスサラームヘの食糧供給基地としての役割､国家的な米の供給不足の解消の視点と合わせ最も緊

急性が高いと言える｡

2.2 計画地区の概要

(1)位置及び地形

本計画地区は､首都ダルエスサラームの西方約200kmの距掛こ位置し､ワミ川の上流域のムカタ平

原とその周辺地域を含む1万1千km2の地域である｡この地域には合計8,000haにも及ぶ既存港故地区が

点在している｡調査地区の標高は概ね海抜350mからl,000mまでの間にあり､行政的にほモロゴロ州

のモロゴロ郡､キロサ郡及びキロンベロ郡の一部を含む｡

(2)気 候

計画地区の気候は11月から5月までの雨季と6月から10月までの乾季に分れる.計画地区内の降雨の

90%以上は雨期に見られる｡計画地区中央部のキランガリにおける年平均降雨量は, 1983年か1989

年までの期間で812 mmであり､計画地区の平均年降雨量は概ね600mmから1,000mm程度と推定され

る｡また､月平均気温は5月から9月までは22度から25度, 10月から4月までは25定から28度の間にあ

る｡

(3)地質及び水文

計画地区の地質は､花尚岩､花尚片麻岩等の火成岩やミグマタイト(Migmadte)の他､礁告､砂岩､

舵岩等の堆積岩と先カンブリア代の珪岩､片岩や片麻岩等から成っている｡ルブ川やワミ川の流域等

比較的低平な地域では沖積層となっている｡計画地区は､北からワミ川､ルブ)H､ルフィジ川の三大

流域に分割されるo本計画地区の多くの部分がワミ)け流域に位置し､ワミ)1体川及びミヨムポ川､ム

クンデイ川､ムスウェロ川､ムコンドア川,ムカタ川等のワミ川支沌が計画地区を流下している｡ル

ブ川流域ではンゲレンゲレ川支流のムラリ川､ルフィジ川流域ではルフィジ川支流の大ルアハ川､キ

ロンベロ川等の流域が計画地区に含まれる｡

(4)土 壌

計画地区内の土壌は基本的に河川の堆積によって生起した灰色または茶褐色のシルト質粘土または

砂質粘土であり､高位標高部には茶褐色または赤褐色のローム質土がみられる｡ 各河川により形成

された沖積平野は､主に低木が点在している草原におおわれており,丘陵地は林または森林である｡
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計画地区の土壌は肥沃であり､作物の栽培に通するo

(5)農業現況

計画地区内の主要作物は,当地方の重要な換金作物である米(インディカ米)及び自家消費用のメ

イズ､ソルガム､キャッサバ等である｡これらの耕作は主に小規模農家によっておこなわれており､

トラク夕-や家畜を使わない人力集約型農業である｡作物の単位生産量は､天水に依存していること､

先進農業技術の普及の遅れ､農業生産材の不足等の理由から極めて低いものとなっているo

本計画地区の位置するモロゴロ州の農業現況を下表に示す｡

モロゴロ州の主要農産物の作付面積､生産量及び収量(1988β9年)

作物 作付面積 生産量 収量

(1
,000ha)

(1
,000t)

(kgha)

メイズ

ソルガム

棉

ミレツト

キヤツサバ

カンショ

豆類

袖料作物

コーヒー

サイザル

71.89

30.95

47.25

0.98

25.60

2.19

20.91

2.09

3.08

5.00

21.65

43.96

02.46

1.16

63.41

1.13

12.70

4.05

0.23

4.28

1,690

1
,420

2,170

l,180

2,480

510

610

1,930

75

840

出所:農牧省統計資料による

同州の作物の単位収量は､タンザニア各州の中においては比較的高く､ソルガムは第1位､メイズ,

水稲は第4位､キャッサバは第2位である｡サイザルは換金,輸出作物でプランテーション方式で栽培

されている｡

(7)既存港概施設

本計画地区内の既存小規模直故事業および既計画の小規模藩政事業の概要を下記に示す｡尚､位置

図を図ト1に示す｡

No.プロジェクト名 郡 面積(ba) 施設等

Malolo Kilosa

2. Mlali

3. Mkula

Morogoro

Ki Iombero

600 伝統的な潅概が行なわれており改修の必要が

ある｡

60 取水口と幹線水路の堆砂があり､改修の必要

がある｡また､農地拡大の可能性もある｡

40 240haまで拡張可能性がある｡
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4.

5.

6.

7.

8.

Msolwa

Lumllma

Nyinga

Mgong ozi

Kilingali

9. Mgeta

I 0. Chabi

1 1. Mgongola

I 2. Chabima

13. Mar)yerere

14. (Mvumi)

I5. (Sopjo)

I6. (Ndole)

E:ilombero 30 改修及び営農指導が必要.

Ki1osa 400 ■既存潅蔽施設の改良が必要｡

Kilosa 350 取水口が仮設である｡取水口､幹線水路及び

付帯藩政施設の建設が必要である｡

Kilosa 400 取水堰の改修が必要.

xilosa 500 水稲雨季作の補助潅敢が必要とされる｡その

Morogoro

Kilosa

M orogoro

Kilosa

改修には極めて大きな効果があると思われる

が一方で水収支の問題があるc

不明 多数の伝統的取水口が丘陵部に散在する｡部

分的に環境保全問題がある｡

350 伝統的な港叔農業が営まれており､恒久施設

として取水口,幹線水路及び付帯管理施設の

建設が必要である｡

650 既存取水口の改良が必要である.拡張港故地

区のフィージビリティー調査が既に行なわれ

ている｡

15 遺棄された藩政地区o農民の港故に村する輿

Kilosa 2.000

(Eilosa) (300)

(Ki1ombero) (800)

(Morogoro) (60)

味が薄い｡

取水口が遺棄されている｡キリンガリ(

Kilingali)港概地区と水源が競合するo

(新規潅概地区)

(新規潅故地区)

(新規港故地区)

2.3 開発計画の概要

(1) 開発の基本構想

本開発計画の目的は､計画地区内の既存小規模潅概事業の改修･拡充及び既計画の港概開発事業

の実施を通して､農産物特に米の増産を図るとともに,地区内小規模農家の経営状態の改善と地方･

E勾家レベルの農業開発目標の達成にある｡計画地区の蔽概農業開発は､上述16ケ所の既存/既計画

の小規模藩政事業の中から､開発の核となる事業を選定･実施し､計画地区全体ヘの直概技術の普及

と以後の地区内荘敢闘発の拠点とする｡計画地区の藩政開発の核選定に当たっては､ FÅo/農牧省が

実施した全国レベルの調査･検証の結果をもとに､さらに精度の高い調査･検証と的確な事業評価手

法を用いたマスター･プラン調査の実施が不可欠となる｡

(2)藩政開発

計画地区内には16の既存及び新規藩政地区があり,その面積は約8.000haにおよぶ｡本計画は,これ

らの潅故地区の既存海耽排水施設の改修及び農地の拡張を主な事業内容とする｡改修の対象となる施

設は､頭首工､分水施設等水路関連施設がある｡既計画の藩政事業新設は,頭首工をはじめ藩政水路､
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道路､排水路､付帯施設を含む港赦施設の建設と新規開田に係わる諸工事が含まれるoまた､将来的

に小規模ダム､溜池等の施設建設を通して､限られた水資源の有効利用を図ることとなる｡

(3)周辺基盤整備

計画地区の藩政･農業活動を円滑に実施すると共に､当該地区農民の生活水準の向上のために､以

下の農村インフラ･ストラクチャーの整備が必要となる｡

i) 既存村道の改修･拡充

ii)飲雑用水供給施設建設

iii)管理事務所･収穫後処理施設建設

iv)農村電化

2.4 協力ヘの展望

タンザニアにおける小規模農家港概事業調査はuNDP/FAOの援助により行なわれ,ワミ川上滝域の

16藩政事業はその中で最も優先順位が高いとされた｡また､タンザニア政府､世銀関係者との面談を

通じて､小農家産概事業の実施は早急に実施する必要があり日本政府がこの分野で援助することにつ

いて強い要請があった.しかしながら､これらの小農家港概事業を日本政府の無償資金協力で実施す

るには､既往調査のなかで策定された港耽計画の成熟度が未だに低いことから､計画をさらに具体化

し､地区内事業の実施優先順位を再検討することが望まれる｡そのためにはマスタープラン調査を行

ない､計画を具体化する必要があるoまた､調査地区内の澄渡地区の優先)JTf位の検討に関しては､投

資効率の良さだけではなく､労働力･市場等の社会経済的要素､環境に与える影響､周辺地区への経

済波及効果等も十分に考慮した幅広い検討が必要となる｡
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付属資料-1

TEmTIVE TERMS

FOR

也ASTER PL良Ⅳ

0月

SFLALLtIOLDER I RRIGATIOZI

IN

T圧E CENTRAL 帆姐I

OF REFERENCE

STtJDY

I)EVELOP辻ENT PROJECT

RIVER BASIN

Pro.ject Title

Exectlt山Ig Agency

Proposed Source or

of Assistance

INTRODUCTION

The main objectives

smallholder irrigation DevelopIDent Project in

The Central lヾa血i River Basin

Ministry of Agriculture and Livestock Developn)ent,

The Government of the United Republic of Tanzania

Goverllment Of Japan

of Tanzania's agricultllral

and security of food production. The most important

has been maize, followed by rice. Since the country

mai･ze production in 1986/87. the importance of rice

policy are self-sufficiency

food crop in Tanzania

becaJne Self sufficient in

iI】 the Tlational diet is

increasing with the per capita conslmption doubled in the past decade･ Tanzania

has a long standing deficit in rice production. Although considerable increase

in rice production has been achieved in the past five years, the country will

have difficulty achieving self--sufficiency with demarld forecast for the year

2000 in a range 735.000
-
805,000 tons.

The md.i('T .1!Ce production regions in Tar)zania lie in not-high rainfall

areas and tllし･ L'…duction imposed by the inadequacy, seasonality. and

unreliability of r･ainfall. Particularly in dry years. rice production can

suffer. And the rice is regarded as a cash crop with over･ 50 per ぐ(･I-I l'!

productioTl marketed, Consequently rice forms only a part of the su)allholt:1･1.【､

farming system in which priority is given to the other stable food crop.

sn)allholder farmers arLP rellJCtant tO invest in inp1】tS Or expansion for rice

productio71 unless the risk element which is the unreliability of rainfall

can be reduced. lrI､igation affects reduction of the main risk distressing the

smaユ∴1holder farmers and consequent achievement of‾ self-sufficiency in rice

production.

since the Governemnt of Tanzania has already initiated the irrigation

development both in parastatal and in smallh=lder sectors in 1980rs, the rate

of development of irrigation scheⅡleS has heel) Slow and the production of rice

is still behind the national demand. The Governm(11[ intends to accelerate

the irrigation development. especially in the sector of smallholders which

provide 96 per cent of the nation■s paddy. The irrigation developmellt in the

smallholder sector･ will contribute to achievirlg the self sufficiency alld food

security of rice productioll in the country.

トA- 1



II. PROJECT BAClくGROtJⅣD

The Project Årea is defined as areas of about 8,000 ha commanded by the

irrigation schemes being scattered in the Study Area; the Central Plateau

of the Wa皿i River and its sorrotlndings (ll,000kn2). about 200 knwest of

Dar es Salaam. The Study Area. which lies with the elevatio7) ranglng from

350 m to 1,000 m above mean sea level, comprises凹orogoro, Rilosa, and a small

part of Rilombero Districts in the Morogoro Region. The Wami River, with a

catchzBent area Of 41.400kn2 at the moIJth to the Indiazz Oceazl, drains the

western and the north-western hilly areas and flows down through the Study

Area to the north-east. The areas e五tending in the western skirt of the

Uluguru Mollntains near Morogoro Town and the Rilombero Val･1ey
adjacent

to the

south edge of the Central Plateall 0f the Wa皿i River are included in the Study

Area.

Tbe climate of the Study Area is characterized by distinct two seasons:

rainy season (November to May) and dry season (.June to October). The seasonal

rainfal一 pattern is bimodel baying two peaks, December/January and April. Mean

annual rainfall at I(ilangali, central part of the Study Area, averages 812 mm

during ‾ヒムeyeaI､S from 1983 to 1989. The annual rainfall over tile Study Area

generally ranges from 600 mm to lOOO mJIL Of which more than 90 A occurs in the

rainy season. Monthly mean temperature varies seasonally: 22-25 C during世ay to

September, 25-28 C during October to April at Mgongo.1a,皿OrtIlern part Of the

area.

凹ost

bI､ownisb

Brown or

The f■1at

soils irk the flat plains of the Stlldy Area are primarily gray or

gray coloured silty clay/sandy clay derived from recent alluvium.

brownish red coloured loa皿y soils are found in the highelevated areas.

plains are mainly covered by bush and scattered sbrllb in contrast

with tI､eeS and light forests in the high elevated area. Those soils have a high

inherent fertility alld are therefore suitable for cultivation of

various crops.

Ma､jor crops presently groⅥl in the

a cash crop and maize, sorghum, cassava

Most of those crops are cultivated once

cultivation of those crops is generally

Project Area are rice (Supa India) as

vegetables, etc. for self consumption

a year duI､ing the rainy season. The

carried out olt a S皿all血older basis.

The farmュr)g･ practices are of labour intensive type without llSiT)冒 tractors Or

draft aniJnals. The crop yields in

rainfall, poor extension services

There are several traditional

drawing water from the tributaries

tributaries of the Rufiji River iT)

the area are extremely low due to unreliable

and limited farm inputs.

irrlgatioI】 SChemes in the Study Area,

of the Wami, the Ngerengere, and small

EiloLDbelo Valley. Eacl) scheJDe CO血maJ]ds

irrigation area, ranging from 30 ha to 2.000 ha. Most of =1e ir･rigation

facilities ill those schemes are primitive. improper laid out, and deteriorated

so that proper distribution of irrigation water to i-ields can ba一dly be made･

The Government of Tan7.ania carried forward the lgricultural
development

laying great empbashis on the irrigation developmenし especially for smallholder

sector. lr) 1990. the Government, in cooperation with UNDP and FAO. prepared

”Smallholder Irrigation Development Priorjty. Field Document No.14” on the

course of a prograJXLme for ”Institutional Support for lrrigation Develop皿ent”.

Tlle document indicates a result of Tlation wide study for clarifying the

developⅡlent POtentiality irk Smallholder irrigation sector and for putting the

priority or･der on the smallholder irrigation sc血emes for realization. Accordi且g

to Doc1皿ent Ⅳ0.14, the 16 irrigation schemes ill the Study Area, which comprise

the existing schemes and schemes previously studied a】ld planned by the central

I-A-2



and local administrations, obtain higher priority for development rather than

those ill the other regions. The local adJninistration of the Morogoro Region has

also moved on to develop the irrigation scheJneS in the Study Area for security

of food production, especially for rice.

TIle project aims at achieving tlle national target; self-sufficiency and

security of rice production and consequent increasing ユocal living standard and

the social welfare, through resolving the main risk of rice prodllCtion in

smallholder sector by n)eat)s of irrigation developmeJIt. The project is defizled

as the first step for the future agriculture/irrigation developtnent of the huge

pot,entials in the Study Area; the Central Plateau of the Wami River, having

more than 48,000 ba of lands.

ⅠⅠⅠ. OBJECTIVE OF TfIE STロDY

The objective of the study is to prepare a master plan for irrigation

developmeTlt in smallholder irrigation sector placing emphasis on the rice

prodllCtion in the Project Area. Due attention should be paid to the existing,

studied. and planned irrigation schemes, which are to be rehabilitated.

improved, and expanded.

IV. SCOPE OF TETE STUDY

The scope of the proposed master plan study (hereinafter referred to as

”the Study”) will be as follows:

The Stlldy tvill cover:

a. Smallholder irrigation development
.in
the project area of about 8,000

ba commanded by 16 irrigation schemes, and

b. Agrictlltllral, social. and economic activities w山cb encourage the

irrigation development in the study area as well as environJnental

aspects.

The Stlldy will be broadly divided into following two(2) stages:

a. work-i : Preparing a master plan based on res111ts of evaluatioT1 0f

16 irrigation schemes. and

b. Work-II : Preparing a mediu血 term development programme for

realization of priority co皿POl】eZltS COJ】tained ill the master

plaTl.

4.1 Work-I: Master Plan Study

4.1.1 r)ata Collection and Review

Review and analyze alュ the previollS Studies, data and information on

the 16 irrigation schemes as well as those on ht皿an, land and water

resources, socio-economics, agriculture, agro-infrastructtlreS, arid

environ皿ent in and around the Project Area.
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4.1.2 Field lnvestigation and Basic Studies

(1).Field survey and investigations

a) carry otlt inventory survey of the existing irrigation schemes in

the Project Area for evaluating present irrigation methods and

conditions of facilities.

b) Carry oⅥt agricultural andチgr?‾economic
survey by means of

inventory survey and intervleWlng the farmers for evaluating the

current land use, farm practices, crops and cropplng patterns,

crop yields, agricultural support services, prices of crops,

marketing of the agricultural products and inputs. etc･ ,

c) Conduct soil sllrVey in the Project Årea,

d) Prepare topograpllic maps at a scale of 1/1,000 for major structures

sites of each irrigation schemes

e)
carry out 冒?ological

investigations for the major structⅦres sites

of each irrlgation sc血eme,

f) Carry out hydrological stlrVeyS, i71Cluding measurement of river

flows, inventory of the existing r山eteO-hydrological gauging stations,

water sampling for sedimentation and water quality analysis, etc‥

g) Conduct construction n)aterial survey.

h) Carry out Socio-economic survey, and

i) Carry otLt e71Vironmental observation in the Study Area･

(2).Water and land resources studies

a) carry out overall studies on availablility of water and land

resources to evaluate the developB)ent pOterltiality in the Study Area.

b) Carry out studies oll availability and problems with respects to

rainfall, r･unoff. sedimentation. water quality, etc. on each

irrigation scheme ir) the Project Area to evaluate pote71tiality of

water tlSe and needs of water control for each scheme,

c) carry out hydrological analysis at e五isting and anticipated intake

sites on runoff for formulation of each irrigation scheme in the

ProJeCt Area.

d) Carry out studies on land llSe. SOils, and land capability, geology,

topography, etc･ f('r evaluating development 【)otentials in the

ProJCCt, Ar-ea.

(3) Irrlgation development st-1dies

a) Identify the future irrigation development areas in the Stlldy Area

based on the results of overall st,udies on water and larld resources,

b) Identify t∫le irrigation development area of eac血irrigation

schemes in the Project Area on the basis of soils, land capability,

topogI･aphy. and water availability,
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c) Prepare preliminary layollt and design of the major facilities
to be

constrt】cted or rehabilitated for each irrigation scheme in the

Pr()JeCt Area,

(4). Agricultural and agro-economic studies

a) Evaluate all available data related to present land tlSe, SOil

classification, cropping pattern, crop yields, input levels, and

cultural practices in the Pr･oject Area,

b) Recommend practical and suitable cropping patterns, farm practices,

input, leveュ. and labour requirement for the Project Area,

c) Assess the adequacy of existing agricultllral slユppOrt Services and

recommend appropriate measures to strengthen such services under tlle

pro.ject, and

d) Clarify the prices and marketingヲystem of agricultural products and

farm iT)put On the project and regional
levels, and

e) Evaluate
farm budgets for typical far皿house血olds under the project･

(5) , Agro-infrastructures studies

a) Examine the adequacy of existing agro-infrastructures stユCh as farm

road networks, storage faclユities, and otlter post harvest system. in

tbe Project Area

b) Prepare plans for improvement of agro-infrastructures for irrigation

developnent under the project. and

c) prepar･e the preliminary design of the agro-infrastructures to be

prov.ided urlder the project.

(6). EnvirorLmental aspects and woJt)en involvement Studies

a) clarify the present constraints to the irrigation development from

the view point･ of environment in the Study Area,

b) Clarify the present enviro71mental problems and assess impacts of the

iI､rigation development or) social and natural environment in the

Project Area, includirlg tosses of social and cultural properties,

effect on wild life, water pollutioll. etC.,

c)
Assess measures for controlling tropical diseases especially Malaria

and Schistosomiasis. and

d) Clarify women involvement in the present agricultllral and irrigation

activitles and assess that undeI､ Project.

4.1.3 Preparation of a門aster Plan

‖). (二1arify the pot′ellt.iaユit‡r of irrigation/agricultural development in the

Study Area,

(2). Analyze the results of field surveys and st,udies and formulate an

二irrigation
development plan on each irrigation scheme in the Project
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area, in which the inprovenent of agro-infrastructures, proposed

support services, and certain measures reqllired for irrigation

development are to be programmed,

(3). Prepare criteria for evaluating each irrigation scheme in the Project
Area froth the view points of technical and economical viabilities,

social impacts, environJnental aspects. fuTICtions to the fllture

irrigation development in the Study Area, etc･ ,

(4). Evaluate each irrigation scheme i71 COnformity with the evaluation

criteria and put the priority order on the schemes for implementation･

(5). Prepare a master plan for irrigation development i工I the Project Area

based on the results of evaluatio71 0f irrigation schemes, which plar)

comprises devel()pment concepts, development plan of the irrigation

schenes in the Project Area, and the future development plar) for the

Study Area.

4.2 Work11Ⅰ :Medium Tenn Development PrograJnme Study

4.2.1 Select the priority schemes to beurgently developed. in the framework

of the master plan.

4.2.2 Prepare the detailed topographic maps at a scale of 1/5.000 on the

whole areas commanded by the priority schemes,

4.2.3 Detaiユed Plan of the Priority Schemes

(1). Prepare layouts a71d designs of irrigation facilit･ies and required

agro- infrastructures.

(2). Prepare detailed implementation sclled111e for the irrigation development

of the priority schemes,

(3). Recommend organization and procedures best suited for effective

operation and mairltenanCe Of the schemes,

(4). Cost estiH)ate and evaluation

a) F:stimate
investment cost for implemerLtat,ion,

b) Estimate annllal costs for operation and maiTltenanCe,

c) Estimate ecollOmic cost and benefit, and

d) Evaluate ecoT10rDic and financial feasibility for implementation of

t.he priority schemes,

(5). Evaluate and descr,ibe indirect benefits.

(6). Prepare the mediuEn tern development programme which includes

(1evelopment concepts, detailed developmellt Pユan, solid implementatlon

schedule. and required measures for strengthening support services.
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4.3 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and training

will be provided to counterpart experts by foreign experts in the

following fields:

a. Field survey and investigations for every lines of forelgn experts

asslgned.

b. Pュar) and design for irrlgation, drainage, and agro-infrastructures･

The above transfer of technology will be carried ollt in the form of

on-the-job training and seminor during the course of the Study･ Overseas

training will also be programned･

V. SCEIEDULE OF TfIE STUDY AND REPORTING

The period required for the Study is estimated at eighteer) (18) mo71ths in

total. A tentative work schedule is presented in Attacbement-2.

The following reports will be prepared in the course of the Study･

a. 1nception report

b. Interim report

c. I)raft master plan

report

d. Master plan report

: within oTle (1) month from the commencement of the

Study,

: within ten (10) months from the commencement of

tbe Study,

: within sixteen (16) months from the connencement

of the Study,

: blithin eighteen (18) months froth the commencement

of the Stlldy.

VI. EXPElモTS ASSIGNED

The following foreign experts wilュ be required for executing the Study:

Team Leader,

Irrlgation Englneer.

Structure El】gllleer,

tlydr･olog.ist.

Geologist ,

Soil Mecbnical EIlglneer,

Agro-infrastructure expert.

Pedologist
,

Agronomist ,

Agro-economist.

Soci()-economist
,

IllStitutional Expert ,

EnvironJnentalist , a71d

To【10grapbic Survey Engineer

The requiremer)t of maTlpOWer input will be about 80 man-montLIS in total.
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ⅤⅠ. UNDERTARING OF THE TANZANIAN GOVERN7)ENT

IれOrder to facilitate the smooth and effective impユementation of the

Study, the Tanzanian Government will undertake the following measures:

a. to provide available iTlformatiorl and data necessary to carry out the

st11dy, including rnaps, statistics, tneteo-hydrologlCal and geological

data, socio-ec()nomy, and previous sttJdy reports relevant to the

proJeCt,

b. to nominate a cotlnterPart group, including a project COOrdinator

responsible for the Study and resolving any trouble arising throughout
tbe Study period,

c. to provide logistic sllppOrt inclllding office space with appurtenant

furnitures and clea山ng and guard services,

d. to provide the foreign experts with any necessary entry and exit visas,

work permit and travel permit, if required. for the Study in Tanzania,

e. to exempt

imposed on

abroad and

the foreign e耳PertS from tax and charges for any kind

or in connection with the living allowance remitted from

import and export duties imposed on their personal effects

inst ruments

the Stlldy,

equipment. and materials necessary i-or the execution of

f, to secure permission for entry into all area as required for the

proper condu(:t of the Study.
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付属資料-2

調査団長略歴

調査員名 略歴

水島 清隆

昭和26年2月3日生

昭和49年3月

昭和49年4月

昭和49年4月

昭和58年4月

昭和58年12月

昭和60年5月

昭和61年8月

平成1年1月

平成1年7月

東京教育大学農学部農業工学科卒業

日本工営入社

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

農業水利部

第一-農業水利部

ランケメ港激闘発事務所(インドネシア)

第二農業水利部 副参事

メスケネ港概開発事務所(シリア)

農業水利部 副参事

ムェア港親閲発事務所(ケニア)所長

主な海外業務実績

案件名 対象国 従事期間 担当業務

メスケネ港親閲発計画 シリア 昭和50年11月 一 昭和52年8月

オグン･オシュンJけ流域水資源 ナイジェリア 昭和53年1月

開発計画

南スラウェシ水資源開発計画

ランケメ藩政開発計画

ビラ藩戟開発計画

サンレゴ産概開発計画

ビラ藩政開発計画

ランケメ潅概開発計画

メスケネ港親閲発計画

ムェア地区藩概計画

インドネシア 昭和53年8月

インドネシア 昭和55年7月

インドネシア 昭和56年6月

インドネシア 昭和57年6月

インドネシア 昭和58年3月

インドネシア 昭和58年10月

シリア 昭和61年8月

一 昭和53年6月

一 昭和55年2月

昭和55年12月

一 昭和56年12月

一 昭和58年1月

一 昭和58年5月

一 昭和60年5月

一 昭和63年12月

ケニア 平成1年1月 一 現在

港叔排水計画

設計･積算

港概排水計画

港概排水計画

港耽排水計画

港叔排水計画

港概排水計画

濯概排水設計

積算

潅概排水設計

港概排水設計

積算･施工監理

給括/藍概排水

計画･設計

積算･施工監理
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付属資料-3

調査行程表

目脂 月日 起点･経由地 目的地･滞在地 活動

1 2月11日

2 12日

3 13日

4 14日

5 15日

6 16日

7 17日

8 18日

9 19日

10 20日

11 21日

木

金

土

冒

月

火

水

木

金

土

日

東京･ロンドン

ナイロビ

タ○ルエスサラーム

タ＋ルエスサラーム

ナイロヒ中

タサルエスサラ-ム

タサルエスサラーム

タ○ルエスサラ-ム

モロコ○ロ

ケサルエスサラーム

タ中ルエスサラーム

ナイロt:.

ナイロビ

出発

移動

調査準備

移動

大使館, JICA､世界銀行に表敬訪問

農牧省､大統領府に表敬訪問

現地踏査

現地踏査/資料収集

大使館に報告

移動

資料整理
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付属資料-4

面会者リスト

1 ･ Ministry of Agriculture aLld Livestock Development

Mr. Raphael Mhag甜na

Mr. WilhTed Ngirwa

Mr. TemuR. J. M.

Mr. Simukanga A. L.

PrincipalSecretary

Commissioner fわrPlaJnlng & Marketing

Ac血gAssistant Commisioner for hTigation

EnviromnentalEngineer

2. P陀Sident Office

Dr. Jonas Kipokola Deputy Secretary, Planning Commission

3. Morogoro Region

Mr. 0. M. Ishumi RegionalAgriculturaland Livestock Development Officer

Mr･ R･ S I Chazua RegionalAgricultura) and Livestock Development Officer

4.在タンザニア日本大使館

花谷 卓治 参事官

伊藤 敏

勝見 崇

5. JICA事務所

雲見 昌弘

6.世界銀行

小西 元雄

Roy Southwo血

一等書記官

二等書記官

所長

首席駐在員

Semior Operations Officer

7. United Nations Development Programme/Food and AgriculturalOrgamization of也e United

Nations (FÅo)

Mr. Philip J. Riddell Senior Imigation Adviser, lrrigation Department, Ministry of

Agriculture and Livestock Development
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付属資料-5

資料収集リスト

(一般)

1. NationalAccounts of Tanzania (1976-1991)

2. Foreign Trade Stadstics (1989)

3

4

5

6

1988 Population Census:打elimlnary Report

AgriculturalStatistics (1989)

Survey of L打ge Scale Farming Report: Tanzamia Mainland 1987/88

Joint Govemment of TanzanlaPorld Bank Agriculture Sector Review,
Preliminary

Findings

(ワミ川小規模農業開発計画)

7･ Living Conditions in RuralAreas of Morogoro Region

8. Field Document Not 1 4, Smallholder Imigation Development打iorities

9. Water Resources Potentialof dle WamiBasin

1 0. Smallholders'Irrigation Development, Morogoro Region - Tanzania

1 l. MgorlgOla Irrigation ProjectPrefeasibility Study

12. 1nigated AgriculturalDevelopmentinthe Lower RufijiValley, P陀feasibility Study

13. Lower RufijiVauey Integration Study Part II Development Programmes and Physical

Impacts Main Report Volume 1 and 2

14. Topogr叩bic Map (1/50,000, Coast and Morogoro Regions)

15. Atlases (Capabilityof Soils for Agriculture, Meul AnnualRainね11, Hydrology, Water

Supplies, Main Export Crops, Forest Reserves, Rainfall Probability, Administration,

Population Distribution, Soils,
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付属資料- 6

現地写真集(タンザニア宿)

自然の地形を活かして建設された取水堰
(ワミ川支流ムキンド川)

ち-～

ワミ川上流部(ダカワ地点)
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ケニア共和国編

1.ヌダビビ国営農場開発計画

2.タナ川上流域農業総合開発計画



ll.ケニア共和国編

1. 背景

1.1 国土と人口

(1)国土

ケニヤは､アフリカ大陸の東部､インド洋に面した赤道直下の共和国であり､ソマリア､エチオピ

ア,スーダン､ウガンダ､タンザニアと国境を接している｡その国土面積は､我が国国土の約1.6倍

の583,000km2でその内約2%がビクトリア湖等の水面となっている｡ケニアの国土は､北のエチオピ

アから南のマラウイまで続く大地溝帯が南北を貫き､地溝帯に沿って大小の湖が発達している｡ケニ

ア中央部より南部一帯に標高1,500-3,000mの高地が広がっており､内陸部は一般的に起伏が多い｡

ケニアの主要な水資源は､同国中部商標高地域に源を発しインド洋に達するタナ川,アティ川と､西

部タンザニア/ウガンダ国境にあるビクトリア湖に流下する諸河川がある｡同国は熱帯性気候に属す

るが､標高の差異により気候は多様性に富んでいる｡内陸部では年間を通じ15-23℃と快適である

が､海岸部にあるモンバサは年間平均26℃と暑い｡大地溝帯の東側では､大雨期(3月-5月)と小雨

期(9月-10月)があり一般的に雨量は豊富である｡一方､海抜1,200m以下の東北部では雨量は極端

に少なく半乾燥または乾燥地帯となっている｡

(2)人口

ケニヤの人口は1989年で24.9百万人であり､人口増加率が年約3.8%で, 1995年には29百万人､ 2000

年には35百万人に達するといわれている｡ケニヤは約40の部族を持ち､その代表的部族はキクユ族

(総人口の21%)
､ルヒア族(剛4%) ､ルオ族(同13%) ､カンパ族(同11%) ､カレンジン族

(同11%)等である｡.ケニヤの人口の85%が農村に住み､その大部分が農業に従事している｡しか

し､近年､戦を求めて都市への人口洗人が続いおり､都市人口が急増している｡

1.2 社会経済

ケニヤは一貫して親西欧､資本主義の立場をとってきており､ 70年代のケニア経済は上昇を示し､

政治的にも安定していた｡しかし､ 80年代に入り主力の輸出商品であるコーヒー､紅茶等の価格低迷

から財政赤字が拡大し経済困難が表面化してきた｡慢性的貿易収支の赤字を観光収入で相殺している

が観光収入も先進国の好不況に大きく左右されるため､国際収支構造は不安定である｡

国内総生産(GDP)における農業部門の占める割合は約30%と最も高く､次いで製造業(12%) ､

商業(11%)等となっている｡ 1980年代後半､国家経済は順調に成長し1979年から1984年のGDP成長
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率は3.9%であったのに対し､ 1984年から1989年のGDP成長率は5.5%と大きく上回っている｡同国の

国家経済は農業生産にたよるところが大きく1984年の干魅時にはGDP成長率は0.8%の伸びを示したに

過ぎなかった. 1989年以来,経済成長率の低下が顕著であるo

1.3 農業の現状

ケニヤの耕地面掛ま約24,300km2 (1990年)で､国土総面積582,650 km2の約4.2%にすぎないo港

概による作物栽培面積は約36,000baであり,全耕地面積の1.5%にすぎない｡ケニアの全労働人口の

うち70%は農業部門に従事している｡ケニヤの主要農業作物はコーヒー､紅茶､メイズ､小麦,砂

糖､サイザル麻が中心である｡主要農産物の栽培面積及び生産高は次表のとおりである｡

1979-1981年 1990年 1991年

作物名 栽培面積 生産高 栽培面積 生産高 栽培面積 生産高

(103h) (103lon) (103ha) (103lon) (103ha) (103【on)

コーヒー

紅茶

メイズ

小麦

砂糖きび

サイザル麻

113 89

77 93

1,273 l,714

106 212

38 4,197

44 42

153 105

91 197

1
,500

2,630

144 185

40 4,760

36 40

150 90

9 1 204

1,550 2,250

147 210

49 5,350

36 39

出典: ｢FAO Pr∝1uction Year Book, 1991+

コーヒーと紅茶はケニヤの2大輸出換金作物である｡また､園芸作物の輸出も近年順調に伸びてきて

いる｡コーヒ-､紅茶､園芸作物の輸出の総輸出額に占める割合は1990年でそれぞれ18%､ 26%､ 13

%である｡また､メイズは､ケニヤ人の主食であり小農の自家消費分等を除き政府の国家穀物生産公

社(NCPB)が買い上げる制度になっていたが､ 1992年以降､自由涜通制度の導入の動きがでてきて

いる｡メイズの自給は達成されたとの発表はあるが､生産基盤の脆弱さより､ 199ト92年の干魅に際

し大きな被害を被ることとなった｡砂糖.小麦は生産量が少なく､大部分輸入に頼っている｡メイ

ズ､豆類､小麦および米等の穀物の生産高は､ 1989年に3,364,000トンであったが1991年には

2,747,000トンと下落し､不安定な推移を示している｡
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1.4 国家開発計画

ケニア政府は､現在､ 1989年にスタートした第6次開発計画(1989-1993年)の最終年に入ってい

る｡第6次開発計画の主な目的は､以下の通り｡

l)生産的な雇用創出

2)農業､工業･小規模企業を中心とした経済成長

3)輸出指向工業の生産拡大による外貨獲得

4)経済活動における民間企業の活用､通貨の安定､国際収支の改善､富の公正配分等

農業はケニア経済の中心部門であり､かつ同国軽済の他部門発展の基礎となっている｡同国の農業

政策の主旨は､第一に食料自給の達成､第二に十分な水準の戦略的食料備蓄､第三に輸出向け商品作

物の増産にあるo政府は農業生産の多角化を朗旨しており､主要7品目すなわちコーヒー､茶､メイ

ズ､小麦､牛乳､肉､園芸作物の生産促進が農業分野における国家開発目標の中心に据えられてい

る｡

藩概開発に関して第6次開発計画では低コストの小規模港概が指向され,藩政技術者の教育も重要

課題とされている｡堅実な市場を有するコーヒー,栄,園芸作物などの農産物のための港耽開発は農

業所得と外貨収入の向上につながるため､その開発が最優先とされている.第6次国家開発計画で

は､港親閲発面積は現在の36,000haから45,550haまで拡大するものと期待されている｡
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2. ヌダビビ国営農場開発計画

2.1 事業の背景

農業は､これまでケニア軽済の基幹産業としての役割を果たしてきたo 1990年のGDPの27･2

%､輸出総額の約62 %を農業及びその関連産業が占めており､ケニアの労働人口の約70%が農業

に従事している｡特に､急激な人口増如とともに問題視されている就業機会の創設に対する期待は

大きく,西暦2000年に人口3,500万人に膨れ上がる同国の労働機会の創造には農業分野をおいて

期待できない｡

ケニア農業は､主要な食用作物の増産により､近年同国の食糧自給に大きな成果をあげている｡

しかし､その基鰍ま依然脆弱であり,耕作は天候に左右されることから作物収量は年により大きく

変動する｡ 1992年に東アフリカ諸国を襲った大干魅は､ケニアに対しても大きな被害をもたらし､

自給を達成したとされていた主食のメイズさえも緊急輸入せざるを得ぬ状況であった｡このことか

ら､港概システムの整備､優良種子の安定的供給､先進農業技術の普及等農業分野の基盤整備が､

急務となってきている｡

野菜等園芸作物栽培の分野は､農産物輸出の中で,コーヒー､紅茶に次ぐ第3位の位置を占め､

外貨不足にあえぐケニアにとって重要な産業として育ってきた｡ 1990年の全輸出総額の13 %をフ

レンチ･ピーンズ､スパイス､アジア野菜等の野菜類を始めとした園芸作物が占めている｡園芸作

物栽培は､ 25万家族の小規模農家に支えられているが､適性種子の不足,高価な輸入種子,先進耕

作技術の普及の遅れ等農業基盤の脆弱さが､将来の開発の阻害要因となっている｡

ケニア政府は､園芸作物分野の重要性に在み､同分野の開発阻害要因を取除くべく､これまで穀

物種子の普及に実績のある農業開発公社(Agricultural Deve)opment Corporation; ADC)の強イヒ･拡充

によってケニア農業の基盤整備のさきがけとすることとし､ ADCの農場の内特に優良種子の供給と

園芸作物の増産に主眼を置いているヌダビビ農場の開発を当面のターゲットとした｡

2.2 計画地区の概要

(1)位置及び地形

本計画の計画地区であるヌダビビ国営農場は､ケニアの首都ナイロビの北西約130kmに位置し､

行政的にはリフトバレー州ナクル県に区分される｡本農場は総面積15,600haでナイバシヤ湖の西岸か

ら北西に広がる｡農場内の地形はナイバシヤ湖岸が海抜1,900mで最も低く､北西方向になだらかに

上昇し､最高点は農場北西端で海抜2,300mとなるo また､農場敷地内にば'クレーター湖鳥獣保護

区''と呼ばれる動物保護区があり､ ADCにより開発と自然環境の共生の努力がなされているc 図II-1

に本農場の平面図を示す｡
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(2)気象

計画地区の気象は､大きく2つ季節に分れ､ 3月から5月までを雨季､ 6月から2月を乾季としてい

るこ計画地区の標高が1,900mから乙300mと大きく変化するため､計画地区内の気象条件も標高によ

り大きな差があるoナイバシヤ湖岸では過去70年間の年平均雨量は627mmであるが､農場中央部に

ある気象観測所で1988年から1992年に観測された年平均雨量は1,230mmとなっている｡湖岸の月平

均気温は16℃から18℃と年間を通じて-一定しており､標高の高い地点では更に気温は低くなる｡

(3)地質及び水文

計画地区は､灰褐色の砂まじりの堆積物によって孝われて33り､ところどころ変成岩が露頭して

いる｡ナイバシヤ湖は140-300km2 (平均180km2)の水面面積をもつ淡水湖で､リフトバレー(大地

溝帯)の中に形成されている｡集水面積は3,184km2で､潤から外部への続出河川はない｡ナイバシ

ャ湖の水収支については過去にいくつかの調査がなされており,湖底から地下水脈を通じて続出が

あると推定されている｡

(4)土壌

農業開発公社によって行なわれた土壌調査によれば農場内の土塊は若干アルカリ性を呈している

が､概して肥沃である｡主要栄養素であるカリウム､カルシウム､マグネシウムの含有量が多い｡

(5)農業現況

計画地区であるヌダビビ農場の現況土地利用は以下の通りである｡

項目 面積(ha)

森林

作物耕地

放牧地

園芸作物耕地

その他

2,800

4,050

7,000

85

1.665

合計 15.600

本農場の主要生産物はメイズと小麦及びフレンチ･ピーンズ､人参､玉葱等の野菜である.地区

内には水源となる河J)lb号ないため天水依存農業がメイズと小麦の生産について行なわれているo こ

れらの生産には95馬力から285馬力の大型トラ:‾タ-と120馬力のコンバインハーベスターが利用さ

れている｡稼働している｡園芸作物の生産は､地下水を利用した港故によるが､穀類栽培の大型機

械利用に対して労働集約的農業が行なわれている｡畜産の分野では,広大な放牧場において肉牛､

乳牛及び羊毛生産用の羊が生産されている｡
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(6)既存港概排水施設

計画地区内のナイバシヤ湖岸の85baの地区では､スプリンクラーによる港概農業を実施してい

る｡水源はナイバシヤ湖によって滴暮された地下水である｡現況港概施設はポンプ場､導水用パイ

プライン､移動式パイプ､スプリンクラーのノズルー式等であるが,これらの港就施設は老朽化し

てきており,パイプの接合部からの漏水もが見られるなど､港叔効率が著しく低下している｡

(7)既存農場インフラ

ヌダビビ農場は複合経営を目指しており､既存農業関連機械及び施設は多岐にわたる｡主要な農

業関連機械及び農場関連施設は以下のとおりである｡

項目 仕様 数量

(1)農業機械

トラクター

作業機

コンバインハーベスター

(2)維持管理用車輪

ジープ

オートバイ

トラック

(3)機械修理施設

(4)部品倉庫

(5)倉庫

(6)搾乳施設(タンク付属)

(7)事務所

(8)農道

(9)飲雑用水溜池

4輪駆動, 285馬力

4輪駆動, 140馬力

4輪駆動､ I10馬力

4輪駆動､ 95馬力

チゼルプラウ､ 285馬力用

ディスクプラウ

ディスクハロー

チゼルプラウ

24粂エアシーダー, 285馬力用

14条エアシーダー

120馬力

7トン

200m2

30m2

穀物用

その他

50m2

200 - 500m2

2台

1台

1台

1台

2台

1台

3台

1台

2台

l台

5台

2台

3台

2台

1棟

1棟

3棟

3棟

1棟

1棟

約15km

3ケ所

2.3 開発計画の概要

(1)開発構想

本計画ではケニアにおける優良種子､園芸作物の増産を目的とし､そのモデル農場としてヌダビ

ビ国営農場をとりあげ､畑作潅概施設の改修･拡充､農場関連施設の改修を行なうものである｡さ
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らに､農業関連機械･施設は､農場の規模に適合した数量と規模への拡充･補完が必要となるo

ヌダビビ農場の位置するナイバシヤ湖畔は国立公園に隣接していることから､多くの野生動物が

生息している｡本計画の実行に当たっては野生動物の保護への対応が必要都なる｡叉､ナイバシヤ

湖の水質に関して､農地から排水される港概水及び雨水の排水方法､水質モニタリング等の調査･

検討が･R､要となろう｡ナイバシヤ湖の周辺には､ヌダビビ農場の他にスプリンクラー藩赦により花

井類の栽培を実施している私設農場が多く,環境保全と農業開発の調和を図ることは地域全体が抱

える問題となっている｡本計画の実現に際し､農業開発と環境保全の調和を図るとの観点より､充

分な現地調査と検証に基づく開発計画策定が肝要となる｡

(2)藍耽開発

現在､ ADCが開発の第一としているのは園芸作物及び優良種子栽培のための畑作用港概施設の設

置である｡港概面積は,園芸作物200ba,穀物種子栽培最大2,000ha程度となる｡港耽施設と港概方

法は､スプリンクラーまたはドリップ等が考えられるc水源は､現況の85haの園芸作物用地に利用

している地下水の利用が考えられる｡さらに,穀物種子用農地に対する福助潅概については､ナイ

バシヤ湖の湖水をポンプによって揚水して利用することも考えられる0

(3)農業関連インフラ

農業機械､維持管理用車柄とも絶対数が不足しており､事務所,機械修理施設､部品倉庫等も老

朽化しているため､農場の維持･管理に支障をきたしている｡このため､本計画の実施に際して､

上記機械類の拡充･補完と共に関連施設･建屋の改修･増設を行う｡さらに､計画地区内の農道

は,降雨時の通行が困妊なため､少なくとも幹線農道のラテライト舗装等の整備が必要となる｡

(4)営農体系

ヌダビビ農場は､種子生産,一般市場向け作物､畜産の3つの複合軽営を行なっている｡また､栽

f[LE'･作物も多様であり国内,海外市場の情勢を呪みながら栽培作物を再検討することが必要となるo

現況の作付体系と農業機械運行体系を調査･検証し､適性な営農体系の確立が不可欠である｡さら

に､ナイバシヤ湖および計画地区周辺の環境保全のため,有機農業あるいは低投入塾農業体系の可

能性も検討する必要がある｡

2.4 協力ヘの展望

本計画地区の位置するナイバシヤ湖岸を含め､ケニアは､多くの野生動物が生息している｡農業

開発に当たっては､野生動物保護等の環境保全に留意しなければならない｡一方､前述の通り,ケ

ニアの人口は急速に増加しており､食糧の増産､農業開発は国家的な急務となっている｡これらの
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状況を踏まえ,ケニアの農業開発とともに環境保全に視点を置いたマスタープラン調査を実施し,

開発と環境の調和の上にたった農業開発計画の立案が第1ステップである｡本件実施に係わる調

査･検証が､たえず環境保全に留意した開発が望まれる同国における農業開発のさきがけとした

い｡
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3. タナ川上流域農業総合開発計画

3.1事業の背景

ケニアは旧植民地時代以来､輸出用換金作物生産を行なってきたc とりわけ園芸作物は,外貨獲得

に貢献するなど､同国経済に重要な位置を占めており､ 1990年の総輸出高の13%を占め,コーヒー､

紅茶に次ぐ重要な輸出品目となっている｡

ケニアは､現在経済活動の低迷による雇用不安を抱え､急速な人.口膨掛こともなった就業機会のさ

らなる不足が予想される｡園芸作物栽培､特にフレンチ･ピーンズ,スパイス､東洋野菜等の就業類

や果樹の栽培は､ Ibaあたり370-400人の労働者を必要とする労働集約的農業であり,コーヒーやメ

イズ栽培の必要労働力のl.5倍に当たる｡園芸作物栽培は､外貨獲得とともに､雇用機会の創造という

国家的な緊急課題解決の決め手となることから､ケニア政府は､園芸作物開発を将来の農業開発の最

優先目標としている｡

園芸作物栽培は､大きく2つの生産形態を持つo ･一つは小規模農家Eこよる栽培であり,一つは大農

園形式の栽培である.パイナップルや花井類は主に大農園で栽培されており､野菜類は一般に小規模

農家ベースで生産されている｡ /ト規模農家による生産は､農地の拡大の遅れと港概技術の普及の不足

から,未だに天水依存の耕作が主流であるため､生産量は低い｡ /ト規模農家による天水依存の農業で

は､栽培品目も限られるうえに生産物の品質と単位収量は低い｡ 25万人の小規模農家によって支えら

れている園芸作物部門の開発を図るためには､港概技術の普及による単位収量の向上が急務となる｡

タナ･アティ川開発公団(TanaandAtbiRivers DevelopmentAutority
:TARDA)は,同国の2大河川

であるタナ川およびアティ川流域の開発に責を負う政府機関である｡ TARDAは,両河川涜域の中で

も極めて高い園芸作物栽培の開発ポテンシャルを持ち､社会･経済条件も良好であるタナ川上流域の

幽芸作物開発を企図し,同地域の一部において園芸作物開発事業実施に係わるフィージビリテイ･ス

タディ調査等を実施してきた｡本計画は､計画地区内の6つの藩政開発事業を中心として地区内の園

芸作物開発を模索し,上記6事業より同地区開発のパイロット事業を選定/実施するものである｡本

計画は､タナ川上龍城の園芸作物開発の第1ステップとしと位置付けられ､本計画の実施により同地

域の園芸作物開発を誘発し､ひいてはケニアの直面する経済･社会問題の解決:雇用機会の増大およ

び外貨獲得の拡大,に大きく貢献するとともに､地域住民の生活水準の向上と地域社会の安定化に寄

与することとなる｡

刀-9



3.2 計画地区の概要

(1)位置及び地形

計画地区は､ケニア山東韮から南麓にかけて拡がる扇状地にあり､ 6ケ所の既存あるいは計画中の

在概開発事業地区を含む.同産政事業地区の総面積は､約8,300 haで､行政的にはイースタン州のメ

ル､エンブ県､セントラル州のキリニヤガ県にまたがる地域である｡計画地区は､首都ナイロビの北

東に150-200kmの距離にある｡計画地区の標高はおよそ海抜800-I,400mである｡

(2)気象

計画地区の気候は､ 3月から5月と11月から12月の雨季､ 6月から10月と1月から2月の乾季に分れ

る｡年平均降雨量は､ケニア山南麓の町エンプにおいて1,083mm､調査地区東部の町メルでは

1.207mmを記良している(1988年-1990年の観測値による).双方とも年降雨量の80%が雨季に集中

している｡計画地区は､同国の農業生態系区分では低位高地帯(LowerHighlandBell)と上位中地帯(

upperMidlandBelt)に区分される｡月平均気温は前者で15℃-18℃､後者は18℃-21℃の間にあり､

年変化は少ない｡

(3)水文

計画地区内では,ケニア山に源を発する多くの小河川が沈下し､それらはケニア第1の河川である

タナノ仙こ洗入する｡それらタナ川の支流群が本計画の主水源である｡ケニアの河川は一般的に流量変

動が大きいが､タナ川支流は比較的水量は安定している｡エンブ町の近傍を流下しているルビンガジ

川の月平均流量は､ 1.55m3/s (年最低､ 3月)から7.22m3/s (年最高, 5月)の間にある｡

(4)土壌

計画地区の土壌は､ FÅo/UNESCOの分類によるニトソル(Nitosol)で､茶色から赤褐色のシルト質

埴度土である｡また､カムピソル(Cambisol)とフエラルソル(Ferralsol)も若干みられ､前者は主

に計画地区西部に､後者は計画地区東部の低地に分布する｡計画地区の土壌の肥沃度は中位から高位

に相当し,作物の栽培に適する｡

(5)農業現況

計画地区及びその周辺の主要作物は､野菜類､メイズ､たばこ､じゃがいも等である｡計画地区の

農業は､港概施設のある一部地域を除いて,天水依存型農業である｡ 1992年の干魅は､計画地区及び

その周辺部の農業に多大なる損害を与えた｡計画地区における現行営農体系は､小規模農家による労

働集約的な営農形態をとっている｡潅概技術を含む先進農業技術の普及の遅れ､肥料･農薬等の生産

投入材の不足から計画地区は高い農業ポテンシャルがあるにもかかわらず､生産性は低い｡

Ⅲ-10



(6)既存藩政排水施設

計画地区内には以下の5つの既存港概事業と1つの新規港概開発計画がある｡

港概地区名 県名 現況産概面積(tu) 現況栽培作物

1

2

3

イシアラ エンブ

キビリジ キリニヤガ

ミツング メル

(4)ルピンガジ エンプ/

キリニヤガ

(5)タナンツ メル/キリニヤガ

(6)クナティ メル

32

100

400

30

300

(新規計画)

疏莱穀

読菜類

読薬類､メイズ､

たばこ,じゃがいも

議案類､綿花､

メイズ､たばこ

就業類,綿花､

メイズ､たばこ

読薬類､綿花､

メイズ､たばこ

3.3 開発計画の概要

(1)開発構想

本計画は,園芸作物の増産を目的とし,既存港耽施設の改修･拡充及び新規港耽施設の導入による

農業生産基盤の整備によって農家収入の増大と農民の生活水準の改善を目指すものである｡また､農

村社会活動及び農業生産活動を高めるために農村基盤施設の建設も行なう｡潅概技術,とりわけ畑作

荘概技術の地域への普及は本計画の重要な目的の1つであり､地域農業の核となるような農場建設が

望まれる｡園芸作物は現在,主に輸出用換金作物として位置づけられているが､将来のケニアの食坐

活の多様化･栄養状態の改善のため､国内市場価格の安定と洗通システムの改善を図り､国内市場の

拡大にも努める｡

(2)港概開発

計画地区内には6つの既存または既計画の港概事業地区がある｡各港敷地区の開発概要は下記のと

おりである｡

クナテイ(Kunati)潅概計画

本海概地区は､メル(Meru)県の中心部メル市の束に位置している｡計画港概面積は1,050baで,必

要用水量は0.4m3/s,水源は夕ナ)H支流の夕ナンツ川の上滝部である.港概施設は無いが,事業実施に

対する経済効率が高く､内部収益率(IRR)が23%と高い｡

夕ナンツ(¶laJlaLl[lJ)藩政計画

タナンツ港概地区は,メル市の東20kmの地点に位置し,計画藩政面積2,520haを有する｡当該地区
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は前述のクナティ雇故地区の下流部にあり､永源は夕ナンツ川であるo TARDAは､同事業に係わる

フィージビリティ調査を独自に実施している｡この報告書によると地区の土壌は透水性の高い火山性

土塊でスプリンクラー藩政が推奨されている｡藩政施設は取水堰,取水ロ,沈砂タンク及びスプリン

クラーを含む送水システムである｡

些土工星空+塾由塑垂L塵選鼓塵

ルピンガジ藩政地区は､エンブ町の南10kmの)I,ピンガジ川の両岸に位置し,計画港液面積は両岸の

2つの地区を合計して1,800haであるo本計画もTARDAによってフィージビリティ調査が行なわれて

おり､その事業実施妥当性が確認されている｡同事業の水源は､夕ナ川支流のlつであるルピンガジ

川で､最大1.1m3/sの用水を取水する｡港敵方法はスプリンクラーによる節水型港概である｡

五里ユL望+昼型虫垂L選適塾塑

キビリジ地区は､ 1980年に270人の農民を移住させるために245haの商業野菜生産用藩政農地として

建設された｡しかし､現在では100haの農地に250人の農民が働く小農家産概地区となっている｡現

在､当地区は農業省とキリニヤガ県農業事務所によって指導･管理されているが､ 120baの港就地区

の拡張(このうち60baは園芸作物用)が計画されている｡ TARDAは､同公団独自に策定した流域開

発10ケ年計画(1986年-1996年)によると､同事業実施は1990年に開始し, 5年間で完成することと

なっTlいるが､いまだ着手されていないo

主ヱと乙_也__塵垂喧壇

本港概地区は､メル町の南東約30kmに位置している｡ドイツの技術援助によって建設された既存潅

敷地区400haの他に2,000haの港概可能地が存在する｡具体的な拡張案は技術的に検討されていない.

既存の藩政地区では200名の農民が農耕に従事している｡

イシアラ(lshiara)蔽概計画

イシアラ港敵地区は､エンブ町の束約25kmのチエチ(¶uci)川の左岸に位置し､既存藩政面積は

35baである｡現在,左岸35ha,右岸70baの拡張が計画されている｡本案件は農業省と地区の農業共同

組合と協力しながら開発を進める必要がある｡実施期間は3ケ年とされている｡

(3)農村基盤整備

計画地区内の農村基盤整備として,港叔･農業開発事業の円滑な推進と地域農民の生活の向上を図

るため,下記施設の改修･拡充が必要となる｡

i)農道の新設･改良

ii)飲雑用水供給施設

iii)管理事務所･収穫後処理施設
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iv)農業機械及びその維持管理施設

v)農村電化

(4)栽培･営農体系

計画地区では､綿花,たばこ､メイズ､柑橘類､豆類,野菜等の園芸作物の栽培が実施/計画され

ている｡

3.4 協力ヘの展望

ケニアの農業の最大の問題点はその農業基盤の脆弱さにあり､その結果として生産性向上の遅れが

目立っている｡特に､干魅時の被害は､藩政施設の不備､優良種子の普及の遅れに起因する部分が大

きく､その改善は急務となっている｡ケニアにおける農業開発の視点は､耐干性等の優良種子の普

及･流通､港概施設の建設と事業施設の維持管理に当たる人材の養成､作物の多様化にある｡我が国

政府の技祷協力および無償資金協力援助は､タナ川上涜域における農業開発計画の実現にとって最良

の手投である｡同計画実施に当たり,計画地区全体としての開発構想の策定を行い､同地区の開発の

核となる事業の選定と同事業計画の立案が必要となる｡このためには､計画地区を対象とした港概･

農業開発のマスタープラン調査の実施が不可欠となる｡マスタ-プラン調査を通じて選定下'核”事

業の実現については､無償資金協力援助が期待できる｡
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TEC旺ⅣICAL AID PROPOSAL

FOR

凹ASTER PL色付 STUDY

OⅣ

STRENGTEENI村G AGRI CUI.TURAL FUNDAME打TALS

Tf17ZO UGE

ABC M]ABIBI NATIO虻AL FARPt DEVELOPPtEⅣT PROJECT

PROJECT TIT【一E

Master Plan Study on Strengthening Agricultural Fundamentals through
ADC Ndabibi National Farm Development Project

LOCATIOⅣ

The Project Area is a territory of the ADC Ⅳdabibi National Farm (15.600

ha) located in Nakuru District of Rift Valley Province: about 130kn

nortb-west of Nairobi.

3. EXECUTING AGENCY

Agricultural Development Corporation (ADC). the Office of President,

Government Of the Republic of Kenya

PROPOSED SO口RCE OF ASSISTAⅣCE

Governmel一t Of Japan, throllgh a Technical Assistance Programme of

Japan lnternationaユ Cooperation Agency (JICA)

5. OBJECTIVE OF TtiE STUDY

The objective of the study is to prepare a master plan for integrated

agri?ultural developTent
in the ADC Ndabibi National Farm (15･600 ha)

placlng great emphasュs On increase of food crop seeds production and

horticultural development (Stage-1). A concrete plan for realization will

be prepared on the priority components ir) a framework of the master plan

(Stage-2ト

6. BACKGRO口ND

Agriculture
.is
the mainstay of i(enya■s economy ir) terms of its dominant

contribution to gross domestic product (GDP) ,
foreign exchange earnings.

and employment. It produces 27.2現i of GDP and 62 % of export earnings in

1990. Agric111ture having employed about 70 % of working population is

e且PeCted to generate eⅡ】ployment oppotunities foI､ the forecasted population

o圭一35 million iI】 the year of 2000.

Agriculture in Kenya has fed growing population by means of increasing

.
staple food production and progressed in selトs11fficiency in recent years･

Eowever, ser上()us draught in 1992 exposed llnSteadiness of agric111t11ral

fundaJnentals for self-sufficiency of food and gave the agricultllral

sector a warning that the required measures against draught. sllCh as

strer)gthening improved seeds production, employing rnulti-commodity

crops includirlg drought-resistant crops. and extention of advanced farm

technology. should be t】rLgently .taken.

FIorticulture being ranked third among agricultllral exports after coffee

and tea has been of major importance
for decades and it shares 13 % of

IトA-1



whole domestic exports in 1990. Vegetables such as French beans, spices

and Asian vegetables

horticulture export.

smallholder farmers

those are, shortage

as well as fruits and cut flowers are dominant in

tlorticulturaユ sub-sector is borne by the 250,000

and faces serious constraints to further development

of proper seeds,higher price of imported seeds for

the smallholder farmers, and poor husbandry practices･

The Government of Kenya intends to clear the present coIIStraints

interfering the futher development in agricultural sector･ for the

purpose of both keeping food security and encouraglng eXPOrt･ by nleanS Of

strengthening the functions of the Agricultural Development CoI､pOration

(ADC). The ADC. one of the Government,al orgaTlization for agricultural

development sector under the Office of President, has e71gaged in

production of improved and certified seeds of staple food crops and

horticultural crops for export and local consumption as well as production

and breeding of various type of livestock･ Supply of improved seeds of

food crops with low prices as well as extention of husbandry practices to

smallllOlder farmers are the most important roles o王‾ADC.

The Project
farmers and

contribute

consequent

as a nuclei for sllpply of improved seeds to the smallholder

for extension of advanced horticultural technology will much

to the futムer agricultural development in the country and to

achievement of national targets in food security, export

earnings. a71d creation of employtnent･

The Master Plan Study is required prior to the implenentation of the

project. The ADC is facing the tecbnlcal and financial difficulties to

execute the required study.

7. TERMS OF REFERENCE

The Terms of Reference for the Master Plan Stt】dy on Strengthening

Agricultural Funda血entals throtlgh AnC Ndabibi National Farm Development

Pr･oject are given in the attached I,･aper･

EXPERTISE INP口T

TIle foll()wing expartiat_(ラ t?xperts alld ellgineers wil･1 be required for

executing t′lle Study.

Team leader

lrr一gation englneer

Deslgn englneer

Agrolnfrastruct1ユre Expert

【lydrologist

Pedologist

Agronomist

Stockbreeding expert

Livestock industry expert

Agro-economist

Socio.1ogist

Environmentalist (water and land conservation)
EnvironJnentalist (wild life)

Construction planner

Topographic survey engineer

I-A- 2



SCEEDtJLE OF nlE STtJDY

The Master Plan Study wi_ll be carried out in the following two (2) stages;

stage-.1: Preparing a master plan for integrated agricultural development;

rebabilitation. improvement, and expansion of the existing

agricultural facilities of the ADC Ndabibi National Farm

(9 months), and

stage-2: Preparing a solid development plan for realization of priority

components in a framework of the master plan (8 months)･

The duration of tile Study is estimated at 17 months in total.

10. I)NDERTAKING OF TEIE GOVERNMENT OF I(ENYA

Irl Order to facilitate the smooth and effective implementation of the

study, the Government of Kenya will undertake the following measures;

1

2

3

4

(5)

(6)

to provide available information

to nominate a counterpart group

to provide

to provide

the Study

to exempt

to secure

logistic sllpPOrt for

foreign experts with

in I(enya,

foreign experts from

permission for entry

proper conduct of the Study･

necessary to carry out the Study,

for the Study.

the Study team,

any necessary visas and permits for

taxes and charges. and

into alュ areas as required for the

ⅠトA- 3



(ATTACtlED PAPER)

TEⅣTATIVE TERMS OF EEFERENCE

FOR

辻ASTER PLAN STtJDY

ON

STREⅣGTⅢEⅣⅠ ⅣG AGRl:CULTUftAI, FUNDAHEⅣTALS

THROUGB

ADC ⅣDABIBI打ATIONAL FARPI DEVELOP旺ENT PROJECT

Project Title

Executing Agency

Proposed Source

of Assistance

strengthening Agricultural Fundamentals tl一rOugb

ABC Ndabibi National Farm Development Project

Agricultural Development Corporation (A【】C).
The Government of The Republic of Kenya

Government of Japan

I. INTRODUCTION

Agriculture is the mainstay of Kenyals economy in terms of its dominant

contribution to gross domestic product (GDP). foreign e又ChaTlge earnings, and

emp.loyment･ It produces 27･2 % of GDP and 62 % of export earnings in 1990･

Agricultllre baying employed about 70 ち of working population is expected to

generate employment oppotunities for the forecasted population of 35 million

in the year of 2000.

Agriculture in Kenya has fed the growing population by means of increase

of staple foods production and progressed in self-sufficiency in recent

years. however, serious draught in 1992 exposed unsteadiness of agricultural

fundanlentals for self-sufficiency of food and gave the agricultural sector

a warning that, the required measures against draught, such as strengtheniJlg

improved seeds production, employl昭multトcommodity crops including drought-

resistant crops, arid extention of advanced farm technology, shollld be urgently

taken.

Borticulture being ranked tllird a血ong agricultural exports after coffee

and tea llaS been of major imp()rtance for decades and it shares 13 % of whole

domestic exports in 1990. Vegetables such as French beans, spices, a】1d Asia王)

vegetables as well as fruits and cut flowers are dominant in horticulture

export. Eortic111tural sub-sector is borne by the 250,000 smallholder farmers

and faces serious constraints to further development, those are, shortage of

proper seeds, higher price of imported seeds for the smallholder farmers,

and poor husbandry practices.

The Government of I(enya intends to clear the present constraints

interfering the fllther development in agricultural sector, for the purpose of

both keeping food security and encouraging export. by means of strengtheniTlg

the functions of the Agricultural Development Corporation (ADC). The ADC, one

of the Goverr)mental organization for agricultllral development sector tlnder the

president Office. has engaged ill prOdllCtion of- improved and certified seeds

of staple food crops and borticultllral crops for export and local consumption

as well as production and breeding of various type of livestock･

ⅠⅠ-A-4



Supply of improved seeds of food crops with low prices as well as extention of

IluSbandry practices to smallholder farmers are the most important roles of ADC･

The Project having the nlain objective of strengthening the agricultural

funda皿entals through developn)ent of ADC's typical complex farm with the great

emphsis on increase of food crop seeds and horticulttlral crop productiotl

will much contribllte tO the further agricultural development and consequent

achievement of nationa一 targets in food security, export earnings, and

(:reation of employment.

I I. PROJECT BACRGROUⅣD

The Project Area is a territory of the ADC Ndabibi National Farm located

in Nakuru District of Rift Valley Province: about 130knnorth-west of Nairobi,

the capital city of the country. The area covers 15,600 ha of ユands extending

from the west shore of Lake Naivasha to the north-western billy area. The

elevation of the area ranges from 1,900 m above mean sea level at lakesI10re tO

2,300 m at the north-wester工I edge of the farm with scattered micro-relieves.

The pro.ject area includes a wild life sanctuary, called Crater Lake Sanctllary,

which is far removed fro血the agricultural development and tA7eil managed by Abc.

The project area is

altitude and topography.

season fro血March to May

I､ai血fall during 70 years

in contrast with taht of

recorded dtlring a period

in a short ranges from 16

The Project area is

with light browTlish grey

characterized by variant climatic patterns with

There exist mainly two climatic seasons: rainy

and dry season from June to February. Mean anr]ual

from) 1910 to 1980 at lakeshore is as little as 627 mm,

1.230 mm at the central part of the Project area

from 1988 to 1992.Mean monthly temperatllre Varies

C to 18 C at lakeshore and varies with altitude.

covered by the receTlt alluvial baying sandy textllre

colour. Meta血OrPhic rocks outcrop at micro-relieves

and their skirts. According t() the soil tests conducted bv ADC, soil reaction

varies from slightly to moderately alkaline. Major nutrients potassiuJn,

calcium. and JnagneSiuJI) are Well supplied.

The present land use in the Project area is forest (2,800 ha), food crops

fields (4.050 ha). ranching (7,000 ha). horticultural crop

and others (2.5()5 ha). Major crops produced in the Project

wheat. alld vegitables such as French beans, carrot, onion,

major streaJn in the Project area exist. rain fed farming has

out for maize and wheat production.

-
285 EP), combine-harvester of 120

wheat productioTl. Onthe other haTld,

carried out. for horticultural crop

beef arid da_iry cattle breeding and

Ground water alld water reserved in

supply for cattles.

Well mechanized farming

fields (85 ba),
area are 皿alZe,

etc. Since no

beeII Carried

with tractors (95
E(P, etc. has been employed for maize and

labour intez)sive fanz) operatjozl has beeJI

production. Ir) ranching area, ADC marlageS

puts sheep to grazing for wool production.

small ponds are the main sources of water

An overhead sprinkler irrigation system is presently available for only

85 ba of horticultural fields at the lake front. Main source of irrigation

is ground water cultivated by the Lake Naivasha. The existing irrigation

system comprises a pumping station, fixed pipe lines, movable pipes, and

sets of sprinkler nozzles. Facilities of existing irrigation system have

been deteriorated and irrigation efficiency is now far lower than that

expected. Since the relevant facilities for post-harvest operation aTld

infrastructures in the Project area are also poor, smooth and effective

operation and maTlagement have been impospd,

Ⅲ-A-5
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The Project is aimed at integrated agricultural developmerlt ill the ADC

Ndabibi National Fran through rehabilitation, in)provement, and expansion of

irrigation and water supply systems as well as the relevant facilities and

agro-infrastructures, pu･tting the great emphasis on increse of improved crop

seeds and hortictlltural crop prodtlCtion. The Project will be one of nuclei for

extentioll Of advanced technology to smallholder farmers of whole tIle nation･

ADC has successfully harmonized agricultural developznent with protection

of environment; Wild ユife, land and water colISerVation ill and arouTld the

I)roject area. Due attention should be paid on environmental protection through

futher development of the area under the Project.

Ill. OBJECTIVE OF TEE ST口DY

Tbe objective of the study is to prepare a master plan for integrated

agricultural developrnent in the ADC Ndabibi National Far･m placing emphasis

on increase of food crop seeds prodllCtion and hoi･ticulttlral development.

A coTICrete Plan for realizatioII Will be prepared on the priority components

in a framework of tbe皿aSter plan.

ⅠⅤ. SCOPE OF TIIE ST口DY

T血e scope of the proposed master plan study (herei且after referred to as

”the Study”) will be as follows:

TIle Study wilュ cover:

a. 1rrigation development through rehabilitation and expansion of the

existing irrigation system for horticulturaユ crops as well as new

irrigatio】l System for increase of crop seeds production in the

ProJeCt area,

b. Agrono山c approaches to borticulturaユ crops production especially for

vegetables and other (:ash crops as well as seeds productloI1 0f food

CrOPS,

c. Studies OII StOCkbreeding,

d. Agricultural, social. and ecor)omic activities which encottrage the

integrated agricultural development, and

e. EnviroLl血eTltal aspects in the Project area and surro1】Zldings as well as

women involvement in agricultural activities in the Project area･

The Stlldy will be broadly divided into followin筈tWO (2) stages:

a. Stage-1 preparing a master plan for integrated agricultural

development; rehabilitation, improvement, and expansion of

the existing agricultural facilities based on results of

evaluation of present condition of the Ndabibi National

Farm,

b. Stage-2 : Preparing a solid development progra皿皿e for realization of

priority components i一l a framework of t九e master pユan.

n-A- 6



4.ユ Stage-1: Master Plan Study

4.1.1 Data Collectioれ and Review

(1).Review and analyze all the previous studies. data, alld information on

Ndabibi National Farm as well as the previollS Studies for other ADC■s

farms, wbicb related to the crop seeds prdllCtion and llOrticultural crop

deveユopmellt
,

(2).Review and analyze the relevant studies on horticultural develophent

conducted by the Ministry of Agriculture and other organizations.

(3).Review and analyze all

marketing. institlltion

economics. agriculture

reglOnal basis, and

(4).Review and analy7.e all

on enviromnent in and

coIISerVation, as well

activities.

the previous studies, data, and information on

.
human, land and water resources. socio-

, agro-infrastructures oI一tbe Project area and

the previollS Studies, data, and information

arollnd Project area: wild life, land and water

as those on women involvernent in the agricultural

4.1.2 Field investigation alld Basic Studies

(1).Field survey and ir)vestigations

a) carry out inventory survey of the existing irrigation syste血in

the Project area for evaluating present irrigation methods, design

features and conditions of■ facilities, and major technical

constrailltS tO management. operation, and maintenance of the system,

b) Carr･y out agricultural and agro-economic survey byLmeans of

inventory survey and interviewing ADC staff and farmers for

evaluating current land use. farm practices, crops and cropping

patterns, crop yields, agricultllral support services, prices Of

crops, marketing of agrlcultul､al product′s,

c) carry out
,inventory

survey of agro-infrastructtlreS and post harvest

facllities, as well as agro-machinery presently used in the Project
area for evahlating present capacities. features and condition,

and technical constraints I.o smooth and effective operation and

malntenance of the farm.

d) Carry out itlVer)tory SUrVe)I Of cattle breeding facilities i7)CltJding

dairy facilities and water supply system: existing ponds- pumping

stations, and water sllpply plpe line sysytems, for evaluating

the present capacities, features and condition, and technical

constraints to the smooth and effective operation and maintenance of

the farm,

c) col)dtlCt SOil survey in the Project area especially for possible

extension areas of the horticulture crop and food crop seeds

pI,Oduction ,

f) Prepare topographic maps at a scale

irrigation system for horticultural

extension aI､ea aS Well as possible

production and those at a scale of

of irrigation syst,em, as required,

ⅠトA-7
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g) Carry out geological investigations as well as ground water survey

by means of inventory survey of existing pu血p Stations foI, both

irrigation and water supply for cattle breeding,

h) Carry ollt hydrological surveys, including observation of small

strea皿S tO POnds, inventory of tlle existing meteo,-hydrological

gauging stations, water sampling for water qllality analysis, etc･ ,

i) Collduct coIIStrtlCtioTl u)aterial sIZrVey,

j) Carry out socio-economic survey,

k) Carry out inventory survey of existing farms developed around Lake

Ⅳaivasha to assess present similar development in the region from

tbe view point of hortic111tural crop production, and

l) Carry ollt environmental observation in and around the Project area,

m) carry out iTIVeStigations OTI WOmen involvement in agricultural

activities
.in
tIle Project area.

(2).Water and land resources studies

a) carry out stlldies on avallavility of water with respect to rainfall,

ground water, lake water, and water regulated by storage ponds for

both irrigation and water supply for cattle and evaluate present

water use and control,

b) Carry out studies on present constraints to water utilization for

irrlgation and water supply for cattle wltb respect to qual止y and

q11antitl′ Of water, and

c)
carry out studies on land use, soils. land capabilities, geology,

topograpby, etc･ for evaluating tile present development conditions

and future expansion of the irrigation area.

(3) Irrigation development stlldies

a)
Identify tIle irrigation developmellt area, COmPI･ising existing

Fields and extellSion area f()㍗ both horticulture and food croI)

seeds prodtICtior) in the Project area orl the basis of soils, land

capability, topography, water a､･(1ilability. and water consumption

of crops,

b) Evaluate the present irrigation methods a71d water management system

and recommend suitable Jnethods and system for the ma且imum and

effective use of Vat.er and land resources,

c) Evaluate the present conditions of irrigation facilities to clarify

technical constraints t() smootム and effective operation and extent

of I､ebabilitation works of the system, and

d) Prepare preliminary layout and design of the major
facilities to be

rehabilitat.ed aTld newly constructed for horticultural crops and crop

seeds production im tile Project area,

Ⅲ-A- 8



(4) Agricultural and agro-economic studies

a) Evaluate all available data related to present land use, soil

classification, cropping pattern. crop yields, input levels, and

farnl Practices. in the Project area,

b) Recommend practical and suitable cropping patterns, farm practices.

input leveュs, labour requirement, and reqtlire皿ent Of agricultural

machineries.

c) clarify present Prices and marketing system of agricultural prodncts

and farm lnput, alld

d) Evaluate farⅡl budgets under the Project.

(5) Agro-infrastructures studies

a) Examine the adequacy of existing agro-infrastructures such as farm

r()ad networks, storage facilities, and post llarVeSt System in the

ProJeCt area,

b) Prepare plans for improvement of agro-infrastructures for integrated

agricultural development under the Project,

c) prepare preliminary designs of the agro-infrastructures
to be

re血abilitated and newly constructed tュnder the Project.

(6) Studies on water supply system for cattle

a) Identify the water supply system for cattle breeding in the

project area on the I)a§is of presellt land use for cattle breeding,

soils, land capability, topograpI一y､ Water availability, and water

consu皿ption.

b) Evaluate the present water supply and water management systetn and

recom皿elld suitable methods and system for tbe血aXimu皿and effective

use of water and land resources,

c) Evaluate the present conditions of facilities of water supply system

to clarify technical constraints to smooth and effective operation

and extent of rehabilitation works of the system, and

d) Prepare preliminary layout and designs of the major
facilities to be

rehabilitated azld ne帆】y coJIStruCted.

(7) Sttldies o∫l Cattle breeding

a) Evaluate all available data related to present land llSe for cattle

breedingl activities for breeding beef cattle, dairy, and wool

prod11Ction, and facilities for such activities,

b) Recommend practical and suitable system of the cattle breeding for

present purposes and

c) Examine the adequacy of existing facュ_1ities for cattle breeding

system and activities on the present purposes and eEteTlt Of

rehabilitation works of the facilities,

II-A- 9



d) Prepare preliminary layout and designs of facilities to be

rebabilitated under the project.

(8). Environmental aspects and women involvement studies

a) clarify the present constraints to agricultural and irrigation

developnent from the view point of environJnent in the study area･

b) Clarify the present environmental problems and assess impacts of

futⅦre agricultural development on social and natural en▼ironment in

aTld around the Project area, including losses of social and cultural

properties, effect on wild llfe･ water pollution･ etc‥

c) clarify women involvement in the present agricultural and irrigation

activities and assess that ullder project.

4.1.3 Preparation of a Master Plan

(1). Analyze results of field surveys and studies and formulate each

constituent sub-project placing the 血air) emphasis on irrigation

development for horticultural crop and food crop seeds pro血ction･

(2). Assess each sub-project fr?m the view points of economical and

financial aspects. social Impacts. functions for future developmentl

and environmental aspects,

(3)I Prepare a master plan for inte苧rated agricultural development in the

proJeCt area, Which wilュ comprlSe the developⅡlent COnCeptS･ priority

order for realization of sub-projects, and development progra皿e･

4.2 Stage-2: Detailed Studies

4.2.1 Select the priority irrigation sub-project tO be llrgently developed in

a framework of the master plan,

4.2.2 Prepare additional topographic maps with a certain scale on areas for

proposed major Structures. aS required.

4.2.3 Detailed Studies on the Priority lrrigation Sub-project

(1). Carry out additional field ,うurVey and studies on irrigation. agronoJny･

and others, as required,

(2). Prepare a detailed layout aTld designs of irrigation facilities to be

rehabilitated and newly constructed and reqllired agro-infrastructtlreS,

(3). Pr･epare a detailed implementation schedule of rehabilitation and

construction works for development of the priority stlb-project,

(4). Cost estimate and evaluation

a) Estimate
investlnent COSt for impleⅡlentation.

b) Estimate annual costs for operation and maintenance,

c) Estimate economic cost and benefit, and

d) Evalllate economic and f山1anCial feasibility for implementation of

the priority sub-project.

ⅠⅠ-A-10



(5). Evaluate and describe indirect benefits, and

(6). Prepare a development programme which incltldes development concepts,

a detailed development plan, a solid implementation schedule, and

required measures for strengtbe山ng support services･

4.3 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study. transfer of technology and trainillg

will be provided to counterpart experts by foreign experts ill the

following fields:

a. Field survey and investigations for every lines of foreig■n experts

assigned,

b, Plan and design for irrigation. drainage, and agro-infrastructures･

Tbe above transfer of technology will be carried out in tlle form

of on-the-job training and seminors during the course of the Study･

overseas training will also be programmed.

V. SCIIED口LE OF TEE ST口DY AND REPORTIⅣG

The period required for the Study is seventeen(17) months ln total･

A tentative work schedule is presented in Attachement-3.

The following reports wilュ be prepared in the course of the Study.

a. Inception report

b. Interim report

(∴ Draft master plan

report

a. Master plan report

within one (1) month from the commencement of the

Stlldy,

within nine (9) tnonths from the comJnenCenent Of

tIle Study,

Within fifteen (15) months from the commenceJnent

of tlle Study,

Within seventeen (17) months from the

commencement Of tile Study.

Vl. EXPERTS ASSIGNED

The following foreigTl ej(pertS Will be required for executillg the Study:

Team Leader.

Irrigation Engineer.

Deslgn Englneer,

Agro-infrastructure expert.

tiydrologist.

Pedologist ,

Agronomist ,

Stockbreeding expert ,

Livestock indⅦdtry expert ,

Construction Planner,

Agro-economist ,

Sociologist,

EllVironmentalists, and

Topographic SllrVey Engineer

The requirement of manpower input will be about 80 man-months in total･

The proposed assignment schedule of foreign experts is sho叩1 in AttachJnent-4
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VIi. UNDERTA7(ING OF TIIE GOVERⅣ凹ENT OF IくENYA

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the

study, the Government Of Renya willumdertake the following measures:

a. to provide availat,le information and data necessary to carry out the

study including tnaps, statistics, meteo-hydrologlCal aTld geological

data, socio-economy, and previous study reports relevant to the

Project,

b. to nominate a counterpart grollp, including a project COOrdinator

responsible for the Study and resolving any trouble arising througboⅦt

tile Study period,

C to provide logistic sllppOrt includ.ing office spaces with appurtenarlt

furnitures,

d. to provide the forelgTl eXPertS With any necessary entry and exit visas･

work permit and travel permit, if requiredl for the Study in ReTlya,

e. to exempt the foreign experts from taxes and charges for any kind

iTnPOSed on or in connection with the living allowance remitted froth

abroad and import and export duties imposed on the,ir personal effects,

instru皿entS, equipment, and tnaterials necessary for the execution of

tbe Study, alld

f. to secure permission for entry into allareas as required for the

prot)er condllCt Of the StⅦdy･

ⅠⅠ-A-12
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Attachment-3

WORK SCEEDtJLE FOR MASTER PLAN STUDY ON

STRENGTEENIⅣG AGRICULTtJRAL FtJⅣDAMENTALS TtIROUGE

ADC NDABIBI ⅣATIONAL FARM DEVEL.OPMENT PROJECT
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Åttacllment -4
ASSIGNMENT SCEIEDULE OF FOREIGN EXPERTS FOR

凹ASTER PLEⅣ STUDY ON

STRENGTHENING AGRICULTtJRAL FUⅣDA凹ENTALS THROtJGH

ADC ⅣDABIBI NATIONAL FA柑1 DEVELOPIIEⅣT PROJECT

Experts

Month

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

1串141司1417
1

【Stage-1]

1,TeaJnLeader

2.Irrlgatio)1Engineer

3.Agro-Infra.Expert

4.tlydorologist

5.Pedologist

6.Agronomist

7.StockbreedingExpert

8.IJivestocklndustryE

9.AgroIEconomist.

10.Sociologist

ll.EnvironmentalistA

(water/1andConserv.)
12.EnvironJTlentarj.stB

(wildlife)

13.TopographicSurveyE

LStage-2]

1.TeamLeader

2.1rrigationEnglneer

3.DesユgnEngilleer

4.AgroI10mist.

5.ConstructionPlanner

6.TopographicSurveyEL
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TEC8肘ICAL AID

FOR

hASTER Pl帥

0打

IRRIGATION E10現TICtJLTtmAL

IⅣ

TEE 口PPER TAⅣÅ

PROPO SA1.

STmY

DmLOⅦT PROJECT

RIVER BASIN

付属資料-2

1. PROJECT TITLE

Mast.er Plan Study on Irrigatior) Forticultural Deve].opJnent Project
in The Upper Ta71a River Basin

2, LOCATIOⅣ

･
Meru, Embtl Districts of Eastern Province and壬(irinyaga District of Central

province: about 150-200knnorth-east of Nairobi.

3. EXECUTIⅣG AGEⅣCY

Tana
(1nd
Athi Rivers DevelopTne71t Authority (TARDA) ,

The GovernJnent Of The Rep1】bl.ic of Kenya

4. PIモOPOSED SOtJ只CE OF ASSISTANCE

GovernmeT)t Of Japan, thrLOugh a Technical Assistance Programe of

Japan International Cooperation Agency (JICA)

5. OBJECTIVE OF TtiE ST口DY

The objective of the study is t･o

horticultuT･al development in the

developrnent potentiality of six

in total) iri the basin.

rl. BACⅠ(GROUND

Kenya has a long tradition of

export-orie))te(1 horticultural

ill)POrtanCe in t-erms of their･

earning. flortictlユture, beirtg

coffee and tea. prodllCeS 13 %

prepare a ⅡlaSter Plan for irrigation

Upper Tana River Basin throughevaluating
(6) existing irrigation sbcemes (8,310 ba

exporting agricuユt11ral products in wbicb

prodtlCtS have been of major economic
domina71t COntribution to foreign e五Change

ranked thiI･d among agricultural export after

of whole doⅡleStic export in 1990.

one of the lnOSL serious challarlgeS Of Kenya is to create employment for

rapidly growing population forecasted as 35 million in the year of 2000･

甘orticulture, especially for vegetables such as French beans. chillies,

and Asian vegetables, has
.1abotlr

intensive nature. Since the economic

impけ1､tanCe Of horticulture is futher enhanced by its high demand for labollr

force as well as high nlOnetary returTIS Per land unit. the GoverntBent Of

Kenya casts hort:i.c111ture in a role o･f priority target of fllture development

i一l the agricul亡ul･e Sector.

ttorLiculture borne by

constraints to futher

services and lack of

iI･rlgation syste】Ⅶ as

250.000 smallholder fa.rmers presently faces serious

developme】1t二; those are. insllfficient extension

irrigatjoll SySteJ2l. Rain fed farLZ7iLlgS Wit五otzt aLly

welL as insufficiency of extension services have

cause(1 poor quality of products and rather low urLit yield than expected

ローA-17



In order to accelerate developtBent in the hortictllttLral sub-sector, the

GovernJnent intends to clear the present coTIStraints throughrealization of

irrigatioJl上orticuユtural developJZleZlt Projects ･

The Upper Tana River Basin, which is blessed by abtlndant land･ water･

and human resources for fllttlre development, has been selected as the

initial target for irrigation horticultural developtbent. Tana and Åthi

Rivers Development Authority (TARDA) , the GovernJnental organization having

responsibilities ill development of the Tana azld the Athi river basiTZS, Will

conduct the Project,

The凹aster Plan Study is required prior to the iEnplementation of the

project. The TARDA is facing the technical and financial difficulties to

execute the required studies.

7. TERMS OF REFERENCE

Terms of Reference for the Master Plan Study on lrrigation Hortictlltural

Development Project in The Upper Tana River Basin are glVen in the attached

paper･

8. EXPERTISE INPUT

The following expartiate experts and engineers will be required for

exectlting the Study:

Tea皿1eader.

Irrigation englneer.

Structure englneer.

flydrologist
,

Geologist
,

Soil皿eChanical engirLeer-

Agro-infrastructure expert.

Pedologist
,

Agro工10mist
,

Agro-economist.

Institutional expert ,

Environzzlentalist. and

Topographic sllrVey engineer･

9. SCEEDULE OF TftE STUDY

The凹aster Plan Study will be carried out within fourteen (14) months oTl

the followiJlg Steps:

Step-1 : F.ield survey aTld investigation

Step-2 : Studies and formulation of constituent

irrigation schemes

Step-3 : Preparation of凹aster Plan

10.UⅣDERTARING OF TEE GOVERⅣ凹ENT OF I(ENYA

Field work

Field and IIotne work

tlome work

In order to facilitate the sJnOOth and effective implementation of the Sttldy,

the Government of Kenya will undertake the following measures:

(1). to provide available data and information necessary to carry oL[t the

Sttldy,

く2). to nominate a counterpart group for the Stlldy.

Ⅲ-A-18



(3).

(4).

(5).

(6).

to provide

to provide

the Study

to exempt

to secure

logistic stlPpOrt for

foreign experts with

in Kenya,

foreign experts from

permission for entry

proper con血ct of the StⅦdy･

the Study tea血,

any necessary visas and pertBits for

taxes and charges, and

into all areas as required for the

Ⅲ-A-19



TEⅣTATIVE TERMS

FOR

艶STER PIA封

0Ⅳ

ⅠRRIGATIO打 tIORTICULTU7tAL

IN

T8E UPPER TA打A

くATTACfIED PAPER)
OF REFERE粁CE

SmY

Dm.0】円田T P恥JECr

RIVER BASI打

Project Title

Exectlting Agency

Proposed Source

of Assistance

Irrigation tiortictlltural DevelopJnent Project
in Tbe ロpper Tana River Basin

TaTla aZld Atムi Rivers DevelopJZleLlt AtJtムority (TARDA) ,

The Government Of The Reptlblic of Kenya

Government Of Japan

l'. ⅠⅣTRODUCTIOⅣ

Renya has a long tradition of exporting agricultural products in

which export-oriented hortictlltural products have been of major economic
importance in terms of their dominant contribution to foreign exchange earning.

FJorticulture, being ranked third among agricultural export after coffee and

tea, produces 13 % of whole domestic export in 1990.

One of the most seriollS Challanges of I(enya is to create employment

for rapidly growing pop111ation forecasted as 35 million in tlle year Of 2000.

tlorticultllre, especially for vegetables such as Fre71Ch beans, chillies, aIld

Asian vegetables. has labotlr intensive nature, of which
labour reqtlirenent

ranges from 370 to 400 labour-day/ha. eqlユivalent to about 1.5 times and 4.5

times of those for coffee and maize, respectively. The econotnic
importance

of hortic111ture is futher enhanced by its high detnand for labotLr force as

well as high zz10netary returns per ユand unit. The Government of Kenya casts the

horticulture sub-sector ir) a role of priority target of ftlture development in

the agricultllre Sector.

1n the horticultural stlb-sector. there exist two (2) production systems;

smallholder and estate, operating parallel to each other. Pineapple and

cut-flowers are based on estate production and vegetables are primarily

smallholder based. Smallholder production presently faces seriotlS COnStraints

to futher developtnent,･ those are, i皿SufficieJlt eXteZISion services aJld lack of

irrigatioTI System. Rai71fed farmings without any irrigation system as well as

instlfficiency of extension services have caused poor qtlality of prodllCtS and

rather low tlnit yield than expected. In order to accelerate development in the

horticultural sub-sector borne by 250,000 sJmllholder farnlerS. the preseJ)t

constraints should be urgently cleared by means of irrigation development with

sllfficient extension services.

Tana aLld Athi Rivers Develop正Ient Authority (TARDA). the Governmental

orgatlization having a responsibility in development of the Tana and the Athi

river basins, has intended to proceed irrigation horticaltural development in

the upper TaTla river basin where the ftlttlre development wotlld be blessed by

abundant water and land resources, proper climate, and ユong experience i皿

horticultural produ(:tion.

Il-A-20



The Project, having the皿ain objective of irrigation horticulttlral

development in the upper Tana river basin, will much co71trib11te tO increse

of smallholder farmers' incotne, improvetbent Of living standard, activation

of regioTlal economy,and consequent growth of national econotny in terzns of

forelgn exchange earning and eJZIPIoynezlt generatioTl.

ⅠⅠ. PROJECT BACKGROUND

Tbe Project area is defined as the territories of six (6) existing
irrigation schemes

southern skirts of

located in 凹erlユ and

of Central Province

of the country. The

scattered in alltlVial plains developed from eastern and

Mount Kenya. The area covering about 8.300 ha of lands is

E皿blj Districts of王:astern ProviTICe and Kirinyaga Distrjct

; about 1501200 knnorth-east of Nairobi. the capital city

elevation of the project
area ranges from 800 m to 1.400

above mean sea level

The climate of the Project area is characterized by two (2) seasons

rainy seasons (Plarch to May, November to December), and dry seasons (Jllne tO

October

1988 to

at 凹eru

80 % of

Project

Jamlary tO February). Mean annllal rainfall dtlring the period from

1990 at Embtl tOWrl, southern part of凹ount Kenya,

tow71. the eastern part of the Project area. is 1

anntlal preciptation at both toⅥ1S occurs in the

area is in Lower 【Iighland Belt to Upper凹idla71d

is 1,083心血 and that

.207
mm. More than

rainy seasons. TIle

Belt categorized by

agro-ecological zoJle SySytem, Where the血ean JnOnthly temperature varies from

15 C to 18 C (Lower liighland) and from 18 C tD 21 C (tJpper Midla71d).

Many streams flow down eastern and sotlthern slopes of凹ount Kenya to

the upper reaches of the Tana river. The streaJnS. tributeries of the Tana

river. wotlld be the main sources of the Project. Water discharges flowing

doⅥ1 in the streams are n)oderately stable. The mean mo71thly discharge of

the Rtlpingazi river, water sotlrCe for one of the existing irrigation schemes

in the Project area. varies from a minimuJn Of 1.55 m3/see.
in J4arch to a

maximum of 7.22 tn3/see.
in May.

The soils in the Project area are classified as Ⅳitsols, which have

priTnarily brown to reddish brown
coloured silty

western part of the Project area and Ferralsols

part are less observed. Generally, soils in the

high fertility and are suitable for cultivation

Major crops presently grown in the Project

vegetables, maize, tabacco, and potatoes. Except

area where irrigation systen)s exist, ctlltivatio7)

clay texture. Ganbisols in

in lowlying area in eastern

Project area have moderate to

of variollS Crops.

m

area and sllrrOtlndings are

for small part of the Project

of these crops fully depends

orL rainfall, Drallght in 1992 seriously damaged prodlJCtion of these crops

in the Project area and surroundings. Farm operatio工I practices in the Project
area is of labour intensive type of smallholder farmers. Lack of extension

services on far皿praCtices, input levels, etc. to tIle S皿alユholder farⅡlerS aS

well as lack of irrigation system have caused low unit yields and less

qualified products.

General feattlreS Of six (6) existir)g irrigation schemes ill the Project
area are described below:
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Present Total

lrrigation Potential

姐_
32 140

100 300

Planned 1
,
050

400 2,500

80 1,800

Present

Crops

ProdⅦced

Vegetables

Vegetables

(Vegetables ,

Cotton. Maize,

Tabacco)
Vegetables ,

Maize, TabaccD,

Potatoes

Vegetables
,

Ha血e Of Schetne District

Ishiara

Kibirigwi

RtlTlat i

Mitungutl

Rllp lngaZi

Thanantu

Embll

Ririnyaga

Meru

Meru

Embu /

Eirinyaga

Meru/

Ki ri71yaga

300

Cottozl, Maize,

Tabacco

2. 520 Vegetables,

CottoJ1, Maize.

Tabacco

Tota1 912 8, 310

The National柑ater Master Plan prepared by the Government with an

assistance of the tile GovernJZLent Of Japan in 1992 referred to the above

irrigation schetnes and ptlt high priority for r.eali2:ation on XuTlati and

Rupi71gaZi schemes among eighteen (18) large scale irrigation schetnes studied

The Water凹aster Plan Study examined irrigation scheJneS tO berehabilitated

and newly constructed from the view points of five (5) aspects; water

availability, present status of scheⅡle, pOptllation itDpaCtS,

econolnic viability. in which every aspect has eqtLal weight

the schemes. As the second step after the Water凹aster Plan

study based on regional eznphasis in development, assessment

environment. and

in evaltlation of

Study, fⅦther

of wider aspects,

and a detailed plan of each irrigation scheme wotlid be required for preparing

a solid progra皿e Of the irrigation horticultural development in the tlpper

Tanる river basin.

ⅠII. OBJECTIVE OF TflE STUDY

Tbe objective of the stlldy is to prepare a master plan for irrigation

horticultllral developme71t in the upper Tana river basiTl through evaluating

development potentiality of six (6) existing irrigation shcenes in the basin･

Due attention should be paid on proper irrigatlOn development to the maximtlm

extent ill each scheJZle.

IV. SCOPE OF T拝E STUDY

Tbe scope of the proposed master plan study (hereinafter referred to as

”tbe Study”) wilュ be as follows:

a･ Irrigation development tbroⅦgb improvement and expansion of existing
irrigation system to the JnaXimtJJn extent for increasing hortictlltural

crop production,

b･ Agronomic approaches to hortic111tural crop productioIⅠ especially
for vegetables and other cash crops suitable for

regional and basiTI

cbaracteristics ,

c･ Agriculttlral. social. and economic activities which encollrage

hortictlltural development in the Project area, and

lトA-22



d. Envir仁一nmental aspects as welユ as women involvement in agrictlltural

activities in and arotlnd the Project area.

The Study wilュ be broadユy divided into following three (3) steps:

a･ stepII : Reviewing data and infomation relevant to horticultural

development i一l and around the Project area and carrylng

out field sllrVey and investigation on six (6) existing
irrigation schemes ar)d their stlrrOundings,

b. Step-ⅠⅠ : Assessing res山ts of field sllrVey and investigation

and carrying otlt required stlldies for form111ation of each

constittlent Scheme in the Project area. and

c. step-ⅠⅠⅠ : preparing a master plan comprising development concepts,

developnent priority of constituent schemes. aTld a solid

programme for realization.

4.1 Step-1; Field Survey and lnvestlgation

(1).Data Colユectionand Review

a) Review and analyze all the previous stlldies. data. and information on

six (6) existirlg irrigation scheTneS,

b) Review ar)a an(11yzeal1 the previous studies. data. and information

relevant to hortictlltural crop prodtletion on project and regional
basis,

c) Review and analyze all the dataand inforTnation on human, land and

water resources, socio-economy, agriculture. agro-infrastructures,

environment, and women involvement in agricul.tural activities, in and

a1､Ound tIle Project area.

(2).Field survey (I_1rld
lnvestigation

a) carry out inventory survey of six (6) existing irrigation

the Project area for evaluating present irrigation methods

featur･es and conditions of facilities, and major technical

to nlanagement, OPeration, and maiJltenanCe Of the schemes.

schemes in

,
design

constraints

b) Carry otLt invellt･Ory Survey Of the schemes for evaluating poteTltial

expa爪Sion areas for irrigation development,

c) carry out agric111tural and agro-economic survey by means of inventory

survey and interviewing farmers for evaluating current ユand use･ farm

p工､aCtices, input levels, crops and cropping patterns, crop yields･

agricultural support services, prices of crops･ agro-iTldustries･ and

marketing of agric山t11ral pr(-ducts in and around tile Project area,

d) CondllCt SOil survey in the Project area especially for possible

expansion areas of the schenleS.

e) prepare topographic maps at a Certain scale for
major structure sites

of existing lrrlgation scheJDeS. aS r･equired.

∫) Carry out geological investigations in existing irrigation schemes as

well as their possib.1e expansion areas.
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g) Carry out hydrological surveys including
measTreJneZntOf water

flow

discharge in the rivers which would be the Daln SOtLrCeS for irrigatioT1.

inventory stlrVey Of neteo-hydrological gauging stations, aTld water

sa皿Pling for assessing water quality, etc. ,

h) CondtlCt COnStruCtion material survey in and around the Project area.

i) Carry out Socio-economic stlrVey,

j) Carry out environmental observation i71 and arotlnd the Project area,

and

k) Carry out investigations on women involvezzlent ill agricultural

activities in and arotlnd tlle Project area.

4.2 Step-2; Studies and Formulation of Each Constituent lrri官ation Scheme

(1) Water and land resotlrCeS Studies

a) Carry otlt Sttldies on availability of water with respect to rainfall.

runoff, grollnd water, and water reglllated by poTlds and sJnall dams, if

any. and evaluate present water use and control in the Project area.

b) Carry out studies on present constraints to water utilization for

irrigation with respect to seditnentation and water quality. and

c)
Carry out sttldies on la71d use, soils, land capabilities, geology,

topography. etc. for evaluating the present development conditions

and futllre expansion of the irrigation area in each scheme.

(2) Irrigation developznent studies

a) Identify a71 irrigation development area of each irrigation scheme;

existing fields and extension area. on the basis of soils, land

capability, topography, water availability. and water consumptio71 0f

CrOpS,

b) Evalllate present irrigation methods and water management system and

recommend suitable methods and systeJZl for the maxiznuJZ) and effective

use of water and land resources,

c) Assess present conditiorLS Of irrigation facilities to clarify

technical constraints to smooth and effective operatiozl aZ)d

maintenallCe, and evaluate extent of rehabilitation works in each

scheme, and

d) Prepare preliminary layout and desigll Of the znajor
facilities to be

rebabilitated and newly constructed for each scheme.

(3) Agric111t11ral and agro-economic studies

a) Evaltlate all available data related to present land tlSe, SOil

classification, cropping patterr1. Crop yields. input levels, and

farm practices in the Project area,

b) Recommend practical and suitable cropping patterns, farm practices,

input levels, labour reqllirement, and requirement of agrictllttlral

tools and macbineries,
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c) Assess an adeqllaCy Of existing agricultural support services and

recommend appropriate measures to strengthen such services under the

ProJeCt,

d) Clarify present prices and marketing system of horticultaural products

and farm input,

e) Assess present condition of agro-industries in and around the Project
area, aIld

f) Estimate benefits generated in each irrigation scheme and evaluate

far皿budgets for typICal farm households under the Project･

(4) Agro-infrastructures studies

a)
Examine an adequacy of existing agro-infrastructures such as farm road

networks. storage facilities, and post 】larVeSt System in each scheme.

in consideration of the expansion of the scheme,

b) Prepare plans for ilTIPrOVement Of existing a宕ro-infrastructtlreS

or newly providing them for the b.orticultural development under the

Project. and

c) prepare preliminary designs of the agro-infrastrllCtureS tO be improved

and newly constructed under the Project.

(5) Construction planning studies

a) study methods applied to constmction of the Project facilities based

on results of construction Jnaterial survey. available labour forces in

and arollnd the Project area, and familiarity i一l Renya, and

b) Estimate unit costs for constm]ction works arid procurement works

req11ired for ttle Project through assessment of unit prices for

construction material, labour charge. and charges for construction

equipment available in Kenya and/or imported.

(6) Emvironnental aspects and women involvement.I Studies

a)
clarify present constraints to agricuユttLral and irrigation development

in the Project area from the view point of erlViron皿ent,

b) Assess impacts of ftlture irrigation horticultural developnent on

social arid natural environment in and around the Project area.

including lossess of social and culttlral properties, effect oD Wild

life, water and land conservation, etc.,

c) Assess measure?
for controlling tropical diseases especially Malaria

and ScbistosomlaSia, and

d) Cユ.arify women involvemellt in present agric1】1tlユral activities and

assess t.hat under project.

(7) Formulation of each cnstituent irrigation scheme

a) Prepare a development plan for eチch existing sche皿e･ COmPrising

proposed irrigation system. requlred agro-infrastructures, procurelnent

programme of agI､ic11ユtural tools and macbineries,

b) Prepare a tentative schedtlle for constmction of project facilities

in each irrigation scheme,
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c)Estimate project costs and benefits of each irrigation schefne aTld

evaluate economic and financial viabilities
in developtnent of the

scbeme. and

d)RecoJTunend proper institution for operation and maintenance of each

scbeme.

4.3 Step-3; Preparation of a凹aster Plan

(1) Prepare criteria for evaluatizTg proposed developDZeLlt Plaz2 0f each

constit.uent scheme from the view points of technical and economical

viabi_1ities, social impacts, environmental and women involvetnent

aspects, and fu71CtioT)S t.0 future irrigatioTl horticultural development

on regiollal level.

(2) Evaluate development plan of each constituent scheme in conformity

吋ith the･ evaluation criteria and put priority order on each schetne

development plan,

(3) PI.epare

ProJeCt

scbeme ,

schemes ,

a master plan for irrigation horticultural development in the

area, co皿prisin苫developmeTlt COnCeptS. development plan of each

and a concrete development prograJELne for realization of the

and

(4) Recommend required meチsures
for protection of environJnent and

improvement of women Involvement in agricultural activities1

4.4 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and trail)ing

wiユ1 be provided to counterpart experts by forelgn experts in the

followi11g fields:

a. Field survey and.ill∇eStigatioTIS for every lines of foreign experts

asslgned,

b. Plan and design for irrigation, drainage, and agro-infrastructtlreS･

The above transfer of techT101ogy wilユ be carried ollt in the form

of on-the-job training and semin(1r during the course of the Study･

overseas traiTling wilュ also be programlned.

V. SCftEDULE OF TEE STUDY AND REPORTING

The period 1･equired for the Study is estinlated at thirteen (13) TnOnths
in total. A tentative work schedule is presented in Attachenent-2.

The following reports will be prepared in the course of the Study.

a. Inception report

b. Interim 工､epOrt

c. Draft master pユan

I､ePOrt

d.Master plan report

: within one (1) month from the com血e11Cement Of the

Study,

: within six (6) months from the contnenceme71t Of

the Study,

: withiTl eleven and a half (ll.5) znonths fro皿the

eommencetnent of the Sttldy.

: within thirteen (13) months from the connenceJnent

of the Study.
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VI. EXPERTS ASSIGNED

The followillg foreign experts will be required for executing the Study:

Team Leader,

Irrigation Engineer.

Structure Engineer ,

Eydrologist ,

Geologist ,

Soil凹echnical Engineer,

Agro-infrastructure Expert ,

Pedologist.

Agronomist ,

Agro-economist.

Institutional Expert ,

Construction Planner ,

Environmentalist, and

Topographic Survey Engineer ･

The requirement of manpower input will be abotlt 80 man-months
in total･

The tentative assignment SCbedule of foreign experts is shown in Attac血皿ent-3･

VII. UNDERTAKING OF TEE GOVERNDIEⅣT OF RE打YA

ID Order to facilitate the smooth and effective iEBplementation of the

study. the Government of I(enya will -1ndertake the following beaStlreS:

a. to provide available information and data necessary to carry otlt the

stⅦdy, inclⅦding maps, statistics, meteo-bydrological and geological

data, socio-economy, and previotlS Study reports relevant to six (6)

e3(isting irrigation schemes,

b. to nominate a counterpart group, including a project coordinator

responsible for the Study and resolving any trouble arising throughotlt

the study period,

c. to provide logistic stlppOrt including office spaces with appurtenant

fur皿itu.res
,

d. to provide the foreign experts with any necessary entry and exit visas･

work permit and travel permit. if reqllired, for the Study in I(eTlya･

e. to exeJnPt the foreigLl experts fro血taXeS and charges for aJ】y kind

imposed on or in connection with the living allowance remitted from

abroad and import and export duties imposed on tlleir personal effects･

instrl皿eTltS, equlpment, aTld materials TleCeSSary for tile eXeCtltion of

the Study. and

f, to secure permission for entry into all areas as required for the

proper conduct of the Study･
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Attacb皿ent-2

WORK SCEIEDtJLE FOR MASTER PLAN STtJDY ON

IRRIGATION EIORTICULTURAL DEVELOPPIENT PROJECT l打

TtIE UPPER TAⅣA RIVER BASIⅣ
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TENTATIVE ASSIGNMENT OF REQUIRED EXPERTS FOR

MASTER PLAN STUDY ON

IRRIGATION HORTICULTURAL DEVELOPMENT PROJECT IN

THE UPPER TANA RIVER BASIN

Attachmenト3
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6.SoilMechanicalEngr.
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ll.InstitutionalExpert
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14.TopographicSurveyEng.
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付属資料-3

調査団長略歴

調査員名 略歴

水島 清隆

昭和26年2月3日生

昭和49年3月

昭和49年4月

昭和49年4月

昭和58年4月

昭和58年12月

昭和60年5月

昭和61年8月

平成1年1月

平成1年7月

束京教育大学農学部農業工学科卒業

日本工営入社

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(樵)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

日本工営(秩)

農業水利部

第一農業水利部

ランケメ藩政開発事務所(インドネシア)

第二農業水利部 副参事

メスケネ港概開発事務所(シリア)

農業水利部 副参事

ムェア港概開発事務所(ケニア)所長

主な海外業務実績

案件名 対象国 従事期間 担当業務

メスケネ港親開発計画 シT)ア 昭和50年11月 一 昭和52年8月

オグン･オシュン川流域水資源 ナイジェリア 昭和53年1月

開発計画

南スラウェシ水資源開発計画

ランケメ潅耽開発計画

ビラ港概開発計画

サンレゴ港親閲発計画

ビラ藩概開発計画

ランケメ潅親閲発計画

メスケネ藩政開発計画

ムェア地区潅概計画

インドネシア 昭和53年8月

インドネシア 昭和55年7月

インドネシア 昭和56年6月

インドネシア 昭和57年6月

インドネシア 昭和58年3月

インドネシア 昭和58年10月

シリア 昭和67年8月

一 昭和53年6月

一 昭和55年2月

昭和55年12月

一 昭和56年12月

一 昭和58年1月

- 昭和5綿三5月

- 昭和60年5月
- 昭和63年12月

ケニア 平成1年1月 一 視在

澄渡排水計画

設計･積算

港概排水計画

港概排水計画

藩政排水計画

落款排水計画

潅概排水計画

潅概排水設計

積算

港叔排水設計

澄渡排水設計

積算･施工監理

総括/藩政排水

計画･設計

積算･施工監理
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付属資料-4

調査行程表

日順 月日 起点･経由地 目的地･滞在地 活動

1 2月22日

2 23日

3 24日

4 25日

5 26日

6 27日

7 28日

8 3月1日

9 2日

0 3日

1 4日

2 5日

3 6日

4 7日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

ナイロビ

ナイロヒ●

ナイロビ

ナイロヒ○

ナイロヒ中

ナイロビ

ナイロビ

”.i:.I:＋

ヌタやビt:＋

ナイロヒす

ナイロビ

ナイロt:'

ナイロビ

キデウェゾ

エンデ

ナイロt:＋

ナイロビ

ナイロビ

ナイロビ

大使館･ JICA表敬訪問

農業開発公社総裁･他表敬訪問

現場踏査(ヌダビビ農場)

現場踏査(ヌダビビ農場)

農業開発公社総裁他に報告

資料収集/整理

資料整理

タナ･アティ川開発公団総裁他に表敬訪問

現場踏査(キブウェジ農場)

現曝調査(タナ川上流域農業総合開発計画)

タナ･アティ川開発公団総裁他と協議

資料収集/整理

資料整理

資料整理
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付属資料-5

面会者リスト

1. Agricultural Development Corporation (Headquarter)

Mr. W. K.Ki1ele M皿aging Director

Mr. A. K. Tuikong AgriculturalMaJlager

2. AgriculturalDevelopment Corporation (Ndabibi Farm)

Mr. Josial1 Kilele

Miss. Purity Thigira

Mr. Lincoln umgat

Mr. David Kamau

ML Christopher Saina

Senior Complex Manager

Assi slant Complex Manager

Assistant Engineer

Technical0fficer

Dairy aJld Sheep Fam Manager

3. Tana and A山i Rivers Development Authority

Mr. D. W. Masika

Mr. A. A. All

Mr. P. C. Kamau

Mr. E. K. Maritim

Mr. MurakaruS. W.

Mr. S. W. Warima

Mr. Colin Read

Mr. W. M. Kariuki

4.在ケニア日本大使館

有安 敬

5. JICA事務所

境 勝一郎

多田 融右

Managtng Director

DeputyMa皿aging D血ctor

Planning Dept.

Livestock aJld Wildlife Dept.

AgriculturalDept･ Manager

Principal0perations Dept.

Kiambere ProjectTemlLeader

Water and Geology Dept.

一等書記官

首席駐在員補佐

国際協力専門官
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付属資料-6

資料収集リスト

(-a)

1. Five Yearls Development Plan (1989-1993)

2. StatisticalAbstract (1991)

3.. Economic SuⅣey (1992)

(夕ナ川上涜域農業絵合開発計画)

4. Tana aJld Athi Rivers Devdopment Authority Forward Planning (1986-1996)

5

6

Th皿aJltu Valley Irrigation Project Feasibility Study Volume i Main Report

Rubingazi Irrigation Project Feasibility Study Volume I MainReport

(ンダビビ農業開発計画)

1 0. ADC Supplement (Standard Newspaper,加cemtx!r 27, 1992)

1 1. A Bdef fbr血e ADCA Mission to ADC Ndabibi on 22nd-26血February 1993
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付属資奉ト7

現地写真集(ケニア編)

農業開発公社ヌダビビ農場｡前方にナイバシヤ湖を臨む｡

同上､スプリンクラー港救システム
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タナ川支流の1つルピンガジ川

i.-_l

)Vピンガジ川下流戟花井栽培農場(アメ.)カ資本の私企業による)
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